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鬼上司は溺愛嗜好？




～ドＳにイジメてほしいんです！～









［著］蓮美ちま
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「痛くないか？」

「はい……」






　本心を確認するように瞳を覗き込まれ、欲を孕はらんだ男のギラつく眼差しにこくりと喉が鳴る。






　大きな手に膝をグッと割り開かれ、熱く逞しい彼を必死に迎え入れた。






「あぁ……っ」






　蜜口に先端だけ含まされていたものを、一気に奥まで捩ねじ込まれる。その衝撃で甲高い声が漏れたが、時間を掛けて丁寧に解されたおかげで痛みは一切ない。






　汗ばんだ身体をピタリと密着させ、素肌を隠すように鍛え上げられた身体に抱きつくと、優しく髪を梳かしながら動かずに待ってくれているのに気が付いた。






「あの……？」

「動いて平気？」






　職場では仕事の鬼と周囲から恐れられている彼が、悩ましい吐息を零しながら自分を気遣ってくれている。






　大切にされているのだと実感できて嬉しい半面、モヤモヤとした口にできない感情が胸の中で渦巻く。






（どうして、こんなに優しいの？）






　早く暴れたそうにしている屹立が中でビクビクと蠢うごめいているのがつぶさに感じ取れ、自然と腰が揺れそうになった。






「大丈夫ですから、好きに……動いてください」






　はしたないと思いつつ少しだけ腰を誘うように上げると、覆いかぶさる男の眉がグッと寄り、彼の欲望が狭い蜜壺を押し広げるようにさらに大きくなった。






「あっ……」

「バカ、あんま煽んな。乱暴にしそうだ」






　普段の彼からは想像もできないほど優しく甘い声音で諭され、ゆっくりと律動が開始される。






（乱暴に、してくれていいのに。ううん、むしろ……）






　何度かの交わりで気持ちいいところはすべて知られているため、男はそこを重点的に責めてくる。






　ちゅっとリップ音を鳴らしながら頬や鎖骨に口づける彼の額には、うっすらと汗が滲んでいて、激情を理性で押し留めているように見える。






「あっ、ん、んん……っ」

「いい声。体勢辛かったりキツくなったら言って」






　脚を持ち上げられ、少しずつ抜き差しが速まっていく。それでも決して乱暴ではなく、ただひたすらに心地いい快感を与えてくれる。






　気持ちいいし、満たされる。






　好きな人に大事に抱かれて嬉しくないわけがない。






　けれど、彼女には恋人には絶対に言えない悩みがある。






　それは――――。






（辛くてもキツくてもいいの。乱暴でいいの。私……もっとドＳに責めてほしいんですっ！）

















１．甘く優しい鬼上司












「やり直し」






　氷のような冷たい眼差しで自信作の概要設計書を突っ返され、落合おちあい果穂かほはぴくりと頬を引き攣つらせた。






　ここ一週間ほどろくな食事をとっていないのと、普段からあまりスキンケアに時間をかけるタイプではなく、忙しくなればなるほど手を抜いてしまうため、その肌は荒れ気味だ。






　寝不足もあって目の下にはくまができているが、もはやメイクで隠せるレベルではなく、化粧ノリの悪さも相まって顔色が悪い。






　輪郭や目元に丸みがあるたぬき顔タイプで、黒目が大きくぷっくりした唇の印象から、実年齢より幼く見られるのが悩みの種。






　黒髪だと一層垢抜けない気がして、普段はチョコレートブラウンに染めた髪を緩く巻いているが、今日は適当にブラッシングしただけのヘアスタイルだ。






　一方、くたびれ気味な果穂の目の前に座る男は今日も一分の隙もなく完璧な容姿をしている。






　仕事の鬼と揶揄される彼は黒澤くろさわ千尋ちひろ。






　ＩＴ企業『ＫＩＣＫアプリケーション』を国内最高峰と言われる大学の同期や先輩と一緒に立ち上げ、現在は最高技術責任者であるＣＴＯの地位に就いている。






　艶やかな黒髪が男らしいキリッとした眉にかかり、目力の強い瞳が印象的で、どこか色気を感じる雰囲気は見る者を惹きつける。






　この会社は服装が自由なためラフな格好の社員も多いが、彼はいつもジャケットを着用しておりキッチリした印象が強い。






　端正な容姿と百八十二センチという高身長、さらに業績が上向きのＩＴ企業の役員と条件が揃えば、社内中の女性たちが恋人に立候補しそうなものだが、あまりにも仕事に厳しいため〝鬼の黒澤〟と恐れられ、敬遠する者も多い。






　都心にある高層ビルの十二階から十四階をオフィスとしており、黒澤の背にある大きな窓からは緑豊かな公園と都会らしいビル群の眺望を楽しむことができるが、今の果穂にはまったく目に入らない。






　彼はシステムエンジニアとしてプロダクトチームで働く果穂の上司にあたり、膨大な仕事量をこなす敏腕ぶりには尊敬の念を抱いているが、実装に移るために越えなくてはならない最大の難関だ。






　果穂が突き返された概要設計書を受け取れないまま固まっていると、黒澤は数ページめくってトンと長い指で指し示した。






「まずここ、これだとパフォーマンスが下がる。プッシュ配信時のスパイクアクセスに対応できない。それからここ、思いついた順に並べただけだろ。これだと使い勝手が悪すぎる。順番検討し直して。あとこれは不要だ」






　つらつらと問題点を指摘され、果穂はまん丸な目をさらに丸くした。






（ちょっと待って、今パラパラって見ただけでしょ？）






　相変わらずの頭の回転の速さに絶句する。






　ＫＩＣＫアプリケーションは企業のモバイルアプリの開発や運用をサポートするアプリプラットフォーム『ＫＩＣＫ』というサービスを提供している。






　アプリプラットフォームとは、企業が欲しているアプリの開発や運営の環境を提供し、アプリ製作者とユーザーの仲介をする役割を指す。簡単に言えば、アプリ開発ツールだ。






　顧客である企業は、ＫＩＣＫを利用し自社に必要な機能やデザインを選び、既存のプログラムを用いてアプリを設計していくため、プログラミングの知識がなくても比較的簡単に短期間でアプリの作成が可能となる。






　現在、果穂が在籍するプロダクトチームが開発しているのは、複数のテナントに対応するアプリプラットフォーム。






　これまではひとつの企業に対し最適なアプリの設計をサポートするシングルテナントでサービスを提供していたが、会社が大きくなるに連れ顧客が増え、運用コストと導入への時間がかかりすぎるため、マルチテナント方式のサービスの開発に踏み切った。






　会社にとって、まさに一大プロジェクト。そのプロダクトチームの一員として選ばれた時は、飛び上がるほど嬉しかった。






　シングルほど自由度が高くない中で、顧客に対しいかにオリジナリティに富んだアプリを提供できるかと、この二週間練りに練って考えたものだ。






　それを数十ページに纏めた資料をパラパラと流し見しただけで突き返されれば、納得いかずに反論したくなる。






（このアプリがターゲットとする企業の半数はアパレル系なんだから、絶対にアプリのデザインは個性的な方が差別化を図れる。それができれば大きな売りになるし、ユーザーだって味気ないデザインじゃ物足りないはず）






　そもそも店舗のアプリをインストールする割合は圧倒的に女性の方が多いと統計で出ている。顧客である企業も、尚のことデザインには拘りたいだろう。自分なりに顧客のことを考えての設計だと説明をするため口を開いた。






「でも、できるだけシングルのサービスと遜色ないようにしたいじゃないですか。その方がユーザーも喜んでくれますし。私としてはもう少しバリエーションが増えるようにここの制限を外して、デザインに多様性を――」

「特定のユーザーに資源が専有されたり、パフォーマンスになにか問題があった際、ある程度の制限がないと影響が広範囲に渡る。ひとつダメになると一気に崩れるぞ」






（う、確かに……）






「だからこそ制限は必要だ。サービス停止にも繋がりかねない。そうなった時、一番困るのはそのアプリを使っているエンドユーザーだ。もう少し実際の業務を想定して設計しろ」






　他にもいくつか問題点を指摘され、ぐうの音も出ないまま唇を噛み締めて俯いた。
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「ここからここまでの設計はこれでいい。こっちは全部やり直しだ。ユーザーの立場に立って考えたまではいいが、詰めが甘かったな」






　これまでも何度となくリテイクを食らっており、そのたびに彼の厳しい指摘にこてんぱんにされている。






　黒澤のデスクは開発チームと同じフロアにあり、仕切りがあるとはいえガラス張りになっている。






　こうして開発部の社員を容赦なく滅多斬りしている様子が日常茶飯事に見られるところも、女性社員が告白に二の足を踏む要因だろう。






「なんだ、今日は珍しく噛みついてこないな」






　からかうように口角を上げる彼を視界の端で捉えながら、果穂は口を尖らせて小さな声で呟いた。






「全部、黒澤さんの仰る通りですから」






　果穂は顧客がいかに理想通りのアプリを作れるかだけを考えていたが、いくら見た目のいい製品ができたところで使い勝手がよくなければ意味がない。






　悔しいが、黒澤の意見は正しい。






　彼はＣＴＯとして社内すべてのアプリ開発に携わっており、その都度エンジニアにリテイクなど指示を出し、実装後の最終レビューも担っている。






　普通の人間ならば気が遠くなるような量の仕事をこなしているが、優秀なエンジニアとしても第一線で活躍しているのだ。仕事の鬼の異名は伊達じゃない。






　彼がシングルテナントで手掛けたとあるアパレルブランドの会員アプリは、インストール数が小売業では異例の千五百万を超えている。それだけ有用なツールということだ。






　果穂は入社前からそのアプリを利用しており、オシャレなデザインと利便性に感動した。自分もこんなアプリを作りたいとＫＩＣＫアプリケーションを志望し、高倍率の入社試験を突破して採用を勝ち取った。






　日々の業務に加え、自身でも人気のアプリを検証してみるなどの勉強をしているが、黒澤の背中は果てしなく遠い。






『ユーザーの立場に立ち、実際の業務を想定しろ』とは、彼の口癖だ。






　黒澤に〝使えない社員〟と思われたくない一心で、入社して二年半が経った今も常に顧客とユーザーがどうしたら便利になるかを考えながら業務をこなしている。






（ダメダメ、落ち込んだり拗ねたりしてる場合じゃない。私だって『みんなが使ってるアプリ』を作りたい）






　まだ彼に褒めてもらえるような仕事はできていないが、どうにか食らいついてやろうと、果穂は伏せていた視線を上げて宣戦布告のごとく言い放った。






「指摘された課題を解決しながら、それでもオリジナリティを出せる設計を考えます」

「へぇ？」

「女性ユーザーが多いなら、やっぱりデザインの自由度はできるだけ高くしておくべきです」

「お手並み拝見といくか。締め日までまだある。あまり根を詰めすぎるなよ。その土みたいな顔色を土日でなんとかしてこい」






　第三者が聞けばフォローなのか皮肉なのかわからないセリフだが、果穂にとってはご褒美にしか聞こえない。






（こてんぱんに言い負かしてから心配してくるとか……！　ズルすぎるっ！）






　果穂がキュンと胸を高鳴らせている間にも、黒澤は話は終わりとばかりに視線を彼女からパソコンに移し作業し始めている。






　心の中で悶えているのを表に出さないよう注意しながら黒澤に一礼し、果穂は自分のデスクに戻る。






（よし、やろう！）






　果穂が意気込んでパソコンを起動させると、隣の島にデスクがある同期の篠田しのだ由香ゆかが、椅子のキャスターを勢いよく転がして距離を詰めてきた。






「ねぇ、またこてんぱんにやられてきたんでしょ？」

「うう、『また』って言わないでよ。あんなに残業続きで頑張った資料、パラパラって数秒しか読んでくれないの。それなのにバシバシ正論で指摘してくるんだもん、嫌になっちゃう」

「……毎回言うけど、セリフと顔が合ってないから。そのニヤけた顔なんとかしないと、あっという間にバレるわよ」






　呆れた様子で目を細める由香の言葉に、果穂は咄嗟とっさにパシッと頬を手で覆う。






「やだ、ニヤけてた？」

「ニヤけてた。『あぁーん、私の彼氏、仕事デキるしドＳだしかっこよすぎるぅー！』って顔に書いてあった」

「ちょっ、由香！」






　慌てて彼女の口を塞ごうとしたが一歩遅く、ニヤニヤしながら来た時同様カラカラと音を立てて椅子ごと自席へ戻っていった。






　キョロキョロと周りを見回し、こちらに注意を払っている社員がいないことにホッとする。すでにパソコンに向かう由香の横顔を睨んだが素知らぬ顔だ。






（もう、由香ってば。誰かに聞かれてたらどうするのよ）






　彼女の言う通り、果穂は二ヶ月ほど前から黒澤と交際を始めた。






　由香を含め親しい同期のふたりには話してあるものの、周囲への配慮から職場で公言するつもりはない。






（でも、そっか。そんなに顔に出てたのなら気をつけなくちゃ）






　果穂はもう一度手を頬に当て、ぺしぺしっと小さくたたいた。









　二年前の四月。果穂はＫＩＣＫアプリケーションに入社した。






　研修中に聞こえてきたのは〝鬼の黒澤〟の噂。






　会社創立メンバーのひとりで非常に優秀なシステムエンジニアの彼は、新人だろうがベテランだろうが容赦なくリテイクを繰り返すことで有名で、何人ものエンジニアが彼を鬼と呼んでいるらしい。






　開発部希望の果穂にとって、ＣＴＯは避けては通れない人物だ。






　理工学部を卒業し、ある程度プログラミングの知識があった果穂だが、その噂に震え上がった。






　しかし希望通り配属が決まり、初めて黒澤を見た時は、その端正なルックスに目を奪われた。






　確かにキリッとした知的な印象を持ったが〝鬼〟とは程遠い。映画やドラマで主演をしていてもおかしくないほど整った容貌と、どこか被虐心を擽くすぐられるクールで意地悪そうな眼差しは、正直果穂の好みのど真ん中だった。






　さらに果穂が目標とするアプリの製作者だと知り、憧れる気持ちは一気に増した。






　とはいえ、新入社員に恋にうつつを抜かす暇はない。






　噂通り新入社員の果穂も厳しいダメ出しを浴びせられ、鬼の洗礼を受けた。






　何度も同じ失敗を繰り返すわけにはいかず、必死にメモを取りながら実地で学んでいく。






　忙しく大変ではあるが、仕事自体は好きだし楽しい。それに、ＣＴＯから直々にダメ出しをしてもらえる環境は他の企業にはあまりないだろうし、成長できると思えばありがたい。






　黒澤は厳しい人ではあるが、決して感情的だったり理不尽だったりすることはない。






　正確かつ端的に間違いや問題点を指摘し、「ユーザーの立場に立ち、実際の業務を想定しろ」と説き伏せられる。






　新人の頃はダメ出しを受けたところを改善するだけで精一杯だったが、果穂なりに仕事にやり甲斐を見出してからは、指摘された部分に納得がいかなければ反論もするようになった。






　骨がある部下と認定されたのか、ニヤリと意地の悪い笑みを浮かべた彼からさらにこてんぱんに論破されるものの、気にかけてもらえていること自体が嬉しい。






　憧れから尊敬、そして恋心へと変わるのに時間はかからなかった。









　上司と部下という関係性が変わったのは、今から約二ヶ月前。大きな顧客からの依頼が軌道に乗った打ち上げの席がきっかけだった。






　ＫＩＣＫアプリケーションは比較的新しい会社のため、従業員の平均年齢は二十代後半とかなり若い。






　風通しもよく、ＣＥＯの柿澤かきざわが毎年バーベキューを企画したり、ＣＯＯの伊藤いとうが代表を務めるフットサルサークルがあるなど、いい意味でトップと社員の距離が近い。






　黒澤も飲みの場では鬼の部分は鳴りを潜め、誰とでもフランクに接している。






　他部署からは怖がられるだけの彼だが、仕事とプライベートがきっちり分かれているため、開発部では部下からの信頼も厚く慕われているのだ。






　女性が少ない開発部だがお酌を強要するような雰囲気もなく、社内の飲み会に参加するのは苦ではない。むしろ無礼講でワイワイ飲むのが好きだった。






　なにより、黒澤の貴重な素の笑顔が見られる場とあって、彼が出席する飲み会にはどれだけ忙しくとも顔を出していた。






　その日もプログラミングしたシステムに黒澤から大量のダメ出しレビューを受け取ったばかりで落ち込んでいたが、周囲に流されるまま打ち上げに参加した。






『落合、ほら飲め。来週修正手伝ってやるから』

『鬼に果敢に挑むのが落合のスタンスだろ』






　プロダクトチームはひとつ年上の柳田やなぎだと三つ上の根本ねもと、そして果穂の三人。ふたりとも面倒見のいい先輩で、入社以来ずっと世話になっている。






　あまり飲むつもりはなかったが、元気づけようとするふたりの気遣いを無下にできず、食事も取らずにアルコールばかり胃に流し込んでいたら、当然のように酔っ払った。






　だから別のテーブルにいたはずの黒澤が、いつ自分の隣に来たのかもわからない。






「飲みすぎだ」とグラスを持つ手を止められ、黒澤から注意されたのだとわかると、果穂はしょんぼりと項垂れてしまった。






「落合？　大丈夫か？」

「らいじょぶじゃないれす。あんなにぼろくそレビューされたら、誰らってへこみます」






　早く一人前になって認められたいのに、いつまで経っても黒澤に追いつけない。






　回らない呂律でぼやく果穂の酔い具合を正しく理解した黒澤は、眉を寄せて果穂からグラスを取り上げた。






「わかったから。ほら、水飲め」






　黒澤は頷きながら果穂が飲んでいた巨峰サワーを遠ざけ、汗をかいた水のグラスをおしぼりで拭いてから持たせてくれる。






「うう、がんばったのに……」

「頑張ってるのは認める。お前はよくやってるよ」

「ほんとれすか？」

「ああ」






　ふと見せた小さな笑顔に胸がきゅんと鳴る。






　普段あまり褒められることがないせいか、憧れであり想い人の黒澤から『よくやってる』と言われ、舞い上がってしまった。






「らったら、ごほうび、くらさい」

「……ご褒美？」






　アルコールのせいで無意識に潤んだ瞳で隣を見上げる。






「くろさわさん」

「……なんだ？」

「くろさわさんがほしいれす、ごほうび」






　自分でも大胆なことを言っている自覚はある。酔っ払いの戯言と明日には忘れてくれればいい。






　それでも、ずっと胸に仕舞っていた想いを口にしたくなった。






　固まった黒澤をよそに、彼から渡された水の入ったグラスに口をつけ、喉がスッとする清涼感に大きく息をはいた。






　こんなふうに黒澤と仕事ではない話をするのは初めてで、落ち込んでいたのも忘れ、浮き立つようなふわふわした気分だった。






　職場では主に仕事の話しかしないし、飲み会があっても彼と近い席に座ったことはない。






　隣に座って世話を焼かれている状況が不思議に思え、果穂はクスクスと笑った。






「落合」

「なんれすか？」

「ご褒美、俺がいいの？」

「はい。……くれるんれすか？」






　そう尋ねると、黒澤が口の端を上げてうっすらと笑った。






　その表情が果穂の性癖に深く突き刺さり、鼓動が高鳴ると同時に、身体の奥がきゅうっと疼うずいた。






「いいよ。ただし、明日になってなかったことにはしないからな」






　その翌日、二日酔いの頭痛に悩まされながら目覚めると、スマホには黒澤から【心配だから、起きたら連絡して】とメッセージが届いていた。






　いつの間にプライベートな連絡先を交換したのかと疑問がよぎるも、一瞬にして前日の彼とのやり取りの記憶が思い出され、朝から恥ずかしさに身悶える。






　それでもなんとか【ご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした】と返信すると、すぐに電話がかかってきた。






　飛び上がるほど驚き、相手には見えないのにパジャマの乱れを直し、髪を手櫛で梳いてから通話をタップする。






「も、もしもし」

『おはよう。体調は？』






　いつも聞いている声よりも少し低く感じ、耳から首筋にゾクリと震えが走った。






「お、おはようございます。少し頭痛がしますけど、大丈夫です」

『あれだけ酔ってれば二日酔いにもなるだろうな』

「お見苦しいところをお見せして……」

『覚えてる？』






　なにを、と言われなくともわかっている。






　果穂は酔っ払いはするものの、お酒で記憶を失ったことは一度もない。






「えっと……」

『覚えてなくても、なかったことにはしない。返品不可だから』






　答えに困っていると、黒澤が電話の向こうで小さく笑った。






『なに、やっぱりいらない？』

「いります！」






　頭で考える前に叫ぶと、『覚えてるじゃないか』と再び笑われた。






「じゃあ、これからよろしく」






　こうして酒の席での些細なやり取りをきっかけに、果穂は黒澤と恋人同士となった。









　金曜日の夜は職場から地下鉄で三十分ほどかかる自宅ではなく、徒歩十分の距離にある黒澤のマンションへと向かう。






　付き合いだしてすぐに合鍵を渡され「いつでも来ていいから」と言ってもらったが、なかなか使うタイミングがわからずにいたところ、痺れを切らした黒澤から「金曜の夜はこれで家に入ってて」と有無を言わさず決められた。






　もちろん嫌な訳はなく、果穂はそれから毎週末彼の部屋で過ごしている。






　二十五階建ての高層ビルはマンションとは思えないガラス張りのおしゃれな外観で、都心らしい洗練された雰囲気の佇まい。






　何度来ても慣れない高級感に圧倒されながら、貰った鍵でエントランスを抜けてエレベーターで十七階まで上がる。






「お邪魔します」






　玄関で靴を脱ぎ、廊下を通って右手に進むと、三十畳のリビングダイニングとシステムキッチンがある。






　途中寄ったスーパーで買った食材で手早く夕食を作りながら家主が帰ってくるのを待っていると、知らず知らずのうちに頬が緩んだ。






（ご飯作りながら待つって幸せ。新婚さんみたい）






　昼間はこてんぱんにやられてしまったが、それはそれ。






　鬼の黒澤と言われている彼だけど、実は気配りのできる男だと二年以上見てきた果穂は気付いている。






　どれだけ辛辣なダメ出しをしようと、その後のフォローは必ずしてくれる。それは果穂だけにではなく、やる気のある社員全員に対して。






　だからこそ開発部の士気は高く、ハードだと言われる業界だが離職率は低い。エンジニアとして成長するのなら、彼の元で働きたいと思うからだ。






　身体がいくつあっても足りないであろう多忙さなのに、週末は果穂のために時間を使ってくれる。それが心配でありつつ、とても嬉しい。






　夕食の支度が粗方あらかた終わった頃、黒澤が帰宅した。






　リビングに入ってきた彼は真っすぐにキッチンに立つ果穂の元へやって来ると、後ろからふわりと抱きしめてくる。






「ただいま」

「おかえりなさい」






　果穂の首筋に顔を埋め、すりすりと甘えるような仕草は、職場の彼からは想像もできない。






「あっ、私まだシャワー浴びてないから……」






　九月半ば、日中は冷房の効いたオフィスに籠もりきりとはいえ、通勤時はまだ日差しが強く汗もかいた。






　果穂が身を捩ると、お腹に回った手にぐっと力が込められる。






「大丈夫。果穂の匂い好きだから」

「私が大丈夫じゃないんですっ」






　そう言っている間にも、フレアスカートのウエストからブラウスを引き出し、裾から大きな手が入り込んでくる。






　服の上から手を押さえても意に介さず、インナーの奥に潜って素肌を辿り、ふたつの大きな膨らみをブラの上から感触を確かめるように揉みしだく。






「んっ」






　甘い吐息を漏らしたのに気をよくしたのか、指でカップを下にずらし、ツンと主張しだした胸の先端をキュッと摘んだ。






「あんっ」






　思わず大きな声が出てしまい、恥ずかしさに唇を噛む。






「かわいい声。こっち向いて」






　砂糖が溶けたような、とろりとした声は少し掠れていて、情欲が混じっているのがわかる。






　片手は相変わらず服の下でイタズラしながら、もう片方の手で果穂の顎を掴んで振り返らせると、唇を重ねてきた。






「んんっ」






　ふわりと重なった唇はすぐに離れ、舌先で隙間をこじ開けるようになぞられる。






　くすぐったさに耐えきれず小さく口を開くと、その隙を逃さず濡れた唇を割って入り込んできた。






　口内を探られ、歯列をなぞられ、舌と舌が絡まる。その間も指先で胸の頂を扱くように弄いじられる。






「やぁ、ん、んん……っ」






　ぷっくりと色づいた先端を爪でカリカリと引っ掻かれると、のけぞるように喘いでしまう。






　痛みにも似た愉悦は触れられている胸だけでなく下半身も疼かせ、果穂は無意識に膝にきゅっと力を入れた。






　快感にぎゅっとつぶっていた目を薄く開けると、果穂の反応を見逃すまいとするようにこちらをじっと見つめている。






（あぁ、見られてる……）






　その眼差しの熱さに、触れられていない下腹部に疼くような快感がじわりと滲んだ。






　限界まで捻った首筋には飲み下しきれない唾液が伝い、果穂の膝は立っていられないほどガクガクと揺れる。
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（このまま、ここで……？）






　欲しがられる喜びと期待で目元は朱に染まり、瞳が勝手に潤みだす。






　キッチンで立ったまま抱かれたことなど一度もない。






　それでも果穂は拒絶する気は微塵もなかった。






　シャワーを浴びていないのが気になるのは本音だが、それ以上に彼から求められたい欲求が勝っている。






「ふぁ、あ、くろさわさ……」






　甘ったるい、誘うような声だと自分でも思う。けれど、そんなことはどうでもいいと思考の隅に追いやるほど、果穂はこのまま黒澤に暴かれる未来を望んでいた。






　脚の間は準備万端とばかりに待ちわびて潤み、早く彼を呑み込みたいとひくついている。






　そんなはしたない果穂を見咎め、ニヤリと意地の悪い顔で笑ってほしい。下着を脱がしもせずにクロッチを引っ張り、今すぐ彼のもので貫いてほしい。






　決して言葉にはできない想いを胸に秘めて黒澤を見つめると、彼はごくりと喉を鳴らしたあと、ハッとしたように果穂を解放する。






「悪い、がっついた」






　黒澤はスッと手を引くと、果穂の乱れた衣服を素早く直してくれる。






　そして頭をぽんぽんと軽くたたくと、「腹減ったな。作ってくれてありがとう。食べよう」と果穂が作った料理をテーブルへ運んでいった。






　キッチンに取り残された果穂は呆然と立ち尽くす。






（悪くない、がっついてくれていいのに……）






　身体の奥に灯った劣情は燻くすぶったまま、果穂は自分自身をぎゅっと抱きしめる。






　黒澤は分別のある大人だ。帰宅早々キッチンでことに及ぶなんてしないし、果穂がそれを望んでいるなどとは思ってもいないだろう。






　プライベートでは常に優しく紳士で果穂を優先してくれるし、身体を重ねればいかに自分を大切に思ってくれているのかが伝わってくる。






　嬉しいし、幸せだし、不満などない。それは間違いなく本心だ。






　それなのに、どこか物足りないと感じる自分が嫌で仕方がない。






　分別なんていらない。獣のようにがっついて、意地悪な言葉で煽って、泣くまで快感で責め、許しを請うてもやめずに凶悪な愉悦でいじめ抜いてほしい。






（こんなこと、絶対黒澤さんには言えないけど……）






　言ったが最後、蔑むような目を向けられ、付き合いきれないと別れを告げられる未来が待っている。






『ヤバ……なにお前。どっかおかしいんじゃねぇの？』






　思い出したくもない男の声が脳裏に響く。






　トラウマといって差し支えないほど嫌な記憶が、いまだに果穂を苛さいなんでいる。






（あんな思いをするのは、もう嫌……）






　両肘をぎゅっと掴み、必死に過去を忘れ去ろうと頭を振った。






「果穂？」






　なかなか食卓に来ない果穂を心配して、黒澤が声をかけてくる。






「あ、ごめんなさい、今行きます。飲み物はなにがいいですか？」

「ビールかな。果穂も一緒に飲もう」

「はい」






　果穂は一瞬ぎゅっと目を瞑り、思考を切り替えてから、黒澤の待つテーブルへ笑顔で向かった。

















２．性癖と自己嫌悪












　翌週の水曜日。ダメ出しを受けた概要設計書を見直したものを提出した。






　黒澤から受けた指摘は正論で納得もしたが、やはりマルチテナントを機能重視のみのプラットフォームにするのは味気ない。






　果穂は週明けの三日間で自分が現在受け持っている顧客にアンケートの回答を依頼し、アプリプラットフォームに求める条件や妥協できない点などを聞いて検証した。






　アパレル関連企業と、スーパーやホームセンターなどを運営する企業では、こちらに求めるパフォーマンスに違いがあり、果穂はそこに目をつけた。






「これなら動作に問題がでる可能性も低くなりますし、アパレルならデザイン、スーパーならメンテナンス重視とそれぞれにあったアプリの制作が可能です」

「なるほど。考えたな」






　じっくり資料を読み込んだ黒澤が顔を上げる。






　頷きながら呟いた彼を見て、果穂は内心でガッツポーズを作った。






（今までで一番いい手応え……！）






　緩む頬をなんとか唇を噛み締めることで耐える。すると黒澤がスッと顎を上げ、彼のデスクの前に立つ果穂を見上げて端的に言い放った。






「悪くない発想だが却下だ」

「えっ」

「これだと結局は一定のユーザーに容量を大きく持っていかれる。そもそも落合は顧客に寄り過ぎだ。相手は当然理想を伝えてくるが、それに全部対応するなんてマルチテナントでは不可能だ」

「でもっ」

「そういう客には営業がシングルを勧めるだろ」






　初めてスムーズに概要案が通るかと思ったが、どうやらぬか喜びだったらしい。






　果穂がむっと口を尖らせると、それを見た黒澤が肩を竦めて資料を返してきた。






「まぁ、容量は全企業一定じゃなくてもいいかもな」






　ヒントを与えるかのような呟きに、果穂はピクッと反応する。頭の中に浮かんだ考えを纏めるよりも先に口を開いた。






「じゃあ、いくつかコースを作るのはどうでしょう。例えば――――」






　その場でひらめいた案を話していくと、黒澤は口を挟まずにじっと聞いていた。






　いつもそうだ。いくつもの企画をすげなく却下されてきたが、こちらが食い下がって提案し続ける限り、何度でも話を聞いてくれる。






　自身も忙しいに違いないのに、こちらが納得するまで向き合ってくれる。






　そんな黒澤だからこそ尊敬し憧れる気持ちが増していくし、果穂の目には魅力的に映った。






　果穂の案を聞き終えた彼は満足げに頷くと「よし」と果穂を見て小さく口の端を上げた。






（わ、笑ったぁ……！）






　鬼と言われる黒澤の貴重な笑みは破壊力抜群で、図らずも見惚れてしまう。






「ジャストアイデアだが悪くない。じゃあその案インフラチームに持ってって詰めてみて」

「は、はいっ！」

「できあがったら今週中に見せて」

「今週中!?」






　果穂は悲鳴のような声を上げた。今日を含めあと三日しかない。






「なに、できない？」






　純粋な微笑みではなく、ニヤリと効果音がつきそうな挑戦的で意地悪な表情は、先程よりも深く果穂の心に突き刺さる。






（こ、この顔……っ！　めっちゃドＳ！　先週は『締め日までまだある』とか言ってたのに、この量のコーディングの設計書を三日って鬼畜すぎる……でも好きっ！）






　内心では萌え転がっているのを押し隠し、果穂は挑戦を受けて立つ。






「できます！　金曜の午後にお時間ください」






　強気に言い切ると、黒澤は満足げに頷いた。






「了解」






　一礼してガラス扉の外に出ると、由香がニヤニヤした顔でこちらに視線を送っているのが見える。






　果穂は慌てて表情を引き締め自分のデスクに戻ると、急いで業務に取り掛かった。












　週の半ばでも、チェーン店の居酒屋は仕事帰りのサラリーマンやＯＬで賑わっている。






　半個室になっているテーブル席に通されたが、内容までは拾えなくとも話し声や笑い声があちこちから聞こえ、ざわざわと騒がしい。






　しかし今の果穂にとって、その周囲の喧騒は逆にありがたかった。






「そんで？　夜も昼間みたいにドＳな鬼になってセックスしてもらうにはどうすればいいかってこと？」






　つやつやの金髪にナチュラルマッシュという韓国アイドルのようなヘアスタイルの木下きのした満みつるは、果穂がうだうだとオブラートで何重にも包んで話した相談内容をひと言で要約する。






　それを聞いた果穂本人は飲んでいたピーチサワーを吹き出しそうになり、隣に座っている由香は箸を持ったままケラケラと笑っている。






「ちょっと！　言い方！」

「なに？　間違ってないでしょ」

「そうね。間違ってないわ」






　あけすけな言い方に慌てる果穂に対し、悪びれずに笑う満と由香は目の前の唐揚げに箸を伸ばす。






　同期入社である満と由香とは、仕事以外でも飲みに行ったり休日に遊びに行ったりするほど仲がいい。






　由香は研修が同じグループで開発部の数少ない女性社員ということもあるけれど、単に一緒にいて楽しい。ウマが合うとでも言うのだろうか。同僚兼友人のような存在だ。






　しかし満とは最初から仲がよかったわけではない。






　彼はどちらかというと一匹狼タイプで、仕事はできるがとっつきにくい雰囲気だった。






　営業部の彼とはあまり仕事上の接点はないが、顧客からの要望がわかりにくい時などは営業に間に入ってもらうこともある。






　業務上何度か話したことがあり、その延長で果穂が気さくに話しかけても、返事は必要最低限。会社の飲み会にもまったく顔を出さない。






　果穂個人がどうとかではなく、会社の人間と必要以上に親しくする気はないと、明確に一本の線が引かれていた。






　そんな満が一年前の今頃、顔に痣を作って出社してきたことがあった。






　驚いて思わず事情を聞くと、彼はめんどくさそうに「別れ話が拗れてドＳな彼氏に殴られた」と言った。






　百五十五センチの果穂よりも二十センチほど背が高く、中性的な顔立ちの満は社内でも目を引く存在で、実際女性社員から何度も告白されている。






　しかしどんな綺麗な人からのアプローチも断っているため、社外に彼女がいるのだろうと思っていたが、彼は男性しか愛せないらしい。






　満の頬の痣を見ながら顔を顰めると、彼は皮肉っぽく片方の口の端を吊り上げた。






『なに、引いた？』

『うん、引いた』

『……だよね』

『どんなに話が拗れたって、暴力に訴えるなんて最低だよ。そんな男、別れて正解だと思う。っていうか、ちゃんと冷やしたほうがいいよ』






　果穂がハンカチを近くの給湯室で濡らして満に差し出すと、呆気に取られた様子の満がぼそっと呟いた。






『変わってるね、あんた』

『そうかな？　誰に聞いても別れろって言うと思う。受け取り手が愛情を感じられないんじゃ、ドＳじゃなくて暴力だよ』

『別に殴るのがドＳプレイだなんて思ってないから。ってか、そこじゃなくね？』

『あ、恋人が男の人だってこと？　正直驚いたけど、顔に痣作ってきたらまずそっちを心配するでしょ』






　そう率直に告げると、満は呆れたような、けれどとても嬉しそうな笑顔で笑った。






『ありがと。〝愛情を感じられないんじゃ、ドＳじゃなくて暴力〟ね。なんか刺さったわ』

『実際の定義は知らないけどね。でも愛情からくる意地悪がドＳってイメージだから』

『へぇ。落合もドＳ男が好みなんだ？　性癖？』

『ドＳ男子は好きだけど、今私の話はいいでしょ。ここ会社だからあんま変なこと言わせないで』

『あんたが語りだしたんでしょ』






　そんなやり取りを後ろで聞いていた由香が『あんたたちの男の好みはどうでもいいけど、もう始業時間になるわよ』と笑った。






　それ以来、なんだかんだ三人でつるむようになったのだ。






　満は暴力男と別れ、しばらく恋愛はいいやと言っていたが、二ヶ月も経たないうちに新しい恋人ができた。






　由香にも大学の頃から長く付き合っている彼氏がいるため、三人で飲みに行くと恋愛トークに花が咲き、最後は「早く理想のドＳな彼氏を見つけなよ」とイジられるのが定番だった。






　今日も店に入ってすぐは仕事の近況などを話していたが、すぐに果穂と黒澤のことに話題が移った。






　入社以来、恋愛ごとに縁がなかった果穂を心配していたふたりには、黒澤と付き合いだしてすぐに報告していたが、今日の相談内容は赤裸々すぎたかもしれない。






　けれど、ひとりで悶々と悩むのに疲れ、誰かに話を聞いてほしかったのだ。






「うーん、さりげなくベッドに手錠置いておくとか？」

「そろそろいいよっていう合図か。いいね」

「テーブルに結婚情報誌みたいなノリで言わないで」






　果穂はグラスを握りしめたままテーブルに突っ伏し、呻くように呟いた。






「うぅ……普段はあれだけドＳオーラ出してるのに、エッチの時は優しくて甘いってなんでなんだろ……」






　程よくアルコールが回り、はぁっと重いため息をつく。






　仕事の鬼と呼ばれる男の彼氏としての顔はどんなものだと根掘り葉掘り聞く気満々のふたりから飲みに誘われたが、付き合いたての惚気もそこそこに心の底にあった本音を打ち明けてしまった。






　すると、ため息の大きさに悩みの深さを察したのか、話を聞く体勢に入った満が茶化さずに尋ねてきた。






「具体的にはどうされたいの？」

「どうって……」






　言語化するのは難しいし恥ずかしい。けれど相談した手前、恥ずかしいから口にできないなどと言う気もない。






　脳裏で黒澤にされたいことを思い描いてみる。






　目隠しや手足を縛られるなど、少しくらいアブノーマルなプレイをされてみたいし、言葉でうんと恥ずかしく責められてみたい。






　大人のおもちゃにだって興味はあるし、彼に手や口で奉仕もしたい。






　漫画や小説の読みすぎかもしれないけれど、何回戦もしていたらいつの間にか朝だったという体験もしてみたい。






　羞恥心や理性が吹っ飛ぶほど享楽きょうらくに耽ふけり、彼の目には自分しか映っていないと思い知らせてほしい。






（羅列してみると、やっぱり私ってかなりヤバい女かも……）






　黒澤に惹かれたきっかけは、どストライクな外見と、リテイクの嵐を浴びて反論した果穂を論破したあとの意地悪な笑顔だった。






『ユーザーの立場に立って、実際の業務を想定しろっていつも言ってるだろ』

『しましたよ。だからこそ、要望に合わせてポップアップの機能と抽選のルーレットを――』

『誰が言いなりになれと言った。なんでもかんでも詰め込みすぎれば、そりゃ重くなってすぐ落ちる』

『う……』

『まだまだだな』






　そう言って口の端を上げる表情が大好きで、悔しくて反論したいのにキュンとしてしまい、感情が忙しい。






（あの感じでエッチの時も責めてほしいんだよぉ……）






　毎回趣向を凝らしたドＳなセックスを求めているわけではない。けれど部下に対して愛ある叱責をする姿を知っているせいで、つい夜もＳっぽくいじめてくれるのではと期待してしまう。






　果穂はテーブルに突っ伏したまま項垂れた。






　頬に触れる木目調のテーブルがとても冷たく感じる。飲みすぎた自覚はないので、公共の場でとんでもない話をしている羞恥心のせいで熱くなっているのかもしれないとぼんやり思った。






「でも向こうは至ってシンプルなセックスしかしないってことか」






　ぽつぽつと希望を口にした果穂の話を聞いて納得したような満の声に、果穂は慌てて上体を起こした。






「あの、彼の名誉のために言っておくけど、下手なわけじゃないんだからね？　むしろうまいと思う。ひとりよがりでもないし、めちゃくちゃ気持ちいいし」






　そう、黒澤と肌を合わせるのはとても気持ちいい。






　果穂を想ってくれているからこそ、どこが感じるポイントなのかをきちんと見極め、的確に刺激して快感を与えてくれる。






　先に果穂を極めさせてから自身を埋め込み、硬く太い屹立で何度も擦り上げ、名前を呼び合いながら一緒に果てるセックスは幸福感で満たされるのだ。






　そう弁明したが、それもどうなのだと思い至る。






　社内恋愛ゆえ、由香や満が彼氏の話をするのとはわけが違う。ふたりの恋人は名前も顔も知らないが、彼らにとって黒澤は上司だ。






　上司の性事情なんて知りたくないかもしれないし、黒澤もまさか部下にそんな話が筒抜けだとは思いもしないだろう。






　今更ながらにハッとした果穂だが、満は気にもとめずに話の核心に迫ってくる。






「でも、どれだけ気持ちよくイッたって不満なんでしょ？」

「不満なんてないよ！　……ただ」

「別れる原因で性の不一致は意外に多いらしいし、我慢し続ければそのうちダメになるよ」

「う……」






　ストレートな脅し文句にたじろぐと、これまで聞き役に徹していた由香も満の意見に賛同して頷いた。






「そうよ、果穂。どうしてほしいかって、具体的に彼に言ってみたら？」






　ドＳに責められたい。その理想や願望は先程挙げたように細かく色々あるけれど、端的に言えばもっと黒澤に没頭してほしいのだ。






　果穂を抱いている時、彼はまだ理性的に見える。痛くないか、苦しくないか、果穂の表情を見ながら汲み取ってくれるし、実際辛かったことなど一度もない。






　必ず果穂をイかせてからでないと自分の欲求を満たそうとはしないし、奉仕を要求してくることもない。ひたすらに優しく甘やかされている。






　気遣ってくれるのは嬉しいけれど、我を忘れるくらい欲望のままをぶつけられたい。






　時間とか場所とか道徳とか、そんなものどうだっていいから、黒澤がしたいようにしてほしい。






　何度も彼にそう言いかけては、口を噤んできた。






「言って……もし引かれたら？」






　もっと激しく抱いてほしい。そう伝えて彼を困らせてしまったらと思うと、ずっと言い出せなかった。






　引かれるだけならまだマシだ。






　気持ち悪いと拒絶され、軽蔑され、嫌われてしまったらどうしよう。






（黒澤さんはあいつとは違うってわかってる。でも、怖い……）






　まるで汚いものをみるような、侮蔑的な視線と嘲笑。以前の恋人から向けられた負の感情が脳裏をよぎる。






　それはＳっ気ではなく、本気の蔑み。そんな目を向けられたら立ち直れないどころか、仕事さえ失ってしまうかもしれない。






「大事な恋人の性癖を聞いて引くような奴、さっさと別れたほうがいいでしょ」

「同感ね。でもまぁデリケートな問題ではあるし、直球でズバッと言うよりは、そうなるように仕向けるのはどう？」






　由香は名案を思いついたとばかりに、果穂の方に身を乗り出してくる。






「果穂が好きな漫画って、嫉妬してめちゃくちゃにされるのが王道な展開じゃない？　今日私たちと飲むって黒澤さんに伝えてるの？」

「うん、同期と飲むとは言ってある」

「反応は？」

「普通だよ。飲みすぎるなよ、くらいは言われたけど」






　黒澤と付き合うきっかけになったのも、飲み会で酔った果穂の突飛なひと言だった。だからこそ、黒澤には外で飲む際にはくれぐれも飲みすぎず、自宅に帰ったら必ず連絡をするように言われている。






　そう伝えると、「ちょうどいいじゃない！」と嬉しそうに由香が続けた。






「じゃあ今日は連絡せずに、ベロベロになったからミツに家まで送ってもらったって話を明日してみるのはどう？　鬼の部分が出てきそうじゃない？」






　由香の言いたいことがわかり、果穂はぶんぶんと首を振る。






「わざと怒らせるなんてしたくないよ」

「怒らせるんじゃなくて、妬かせるのよ」

「それ、俺が抹殺されない？」






　果穂と同様、満も由香の案には賛成しかねると眉間に皺を寄せた。






「さすがに連絡しないとかはやりすぎだよ。でも、ちょっとドＳに責めたくなるように持っていくのはいい案かもね」

「えー？　例えば？」

「そういう雰囲気になった時、ちょっと焦らしてみるとか。嫌がるってほどではないけど、まだその気になってませんよーみないなさ。男って狩猟本能的に逃げられると追いたくなるから、それを利用するの」

「うわー、あざとい！　さすがミツ！　男心わかってるわね」

「なにそれ、褒めてんの？」






　由香と満が言い合うのを聞きながら、以前キッチンで抱かれそうになったことを思い出す。






　あの時もシャワーがまだだと躊躇した果穂を気遣ってか、途中でやめられてしまい、結局何事もなかったかのようにふたりで夕食を食べた。






　その後シャワーを浴び、寝支度を整えたあと、キスを交わしながらベッドで身体を重ねたが、キッチンでのような性急さや強引さは感じられず、ひたすらに甘やかされながら抱かれた。






　満が提案してくれたアイデアはその時と同じようなシチュエーションになりそうな懸念もあるが、ベッドで求められた時に抵抗や拒絶をしたことはなく、挑戦してみる価値はあると思える。






　黒澤を試すような行為で多少罪悪感はあるものの、このままただ悩んでいるだけなのも性に合わない。






「果穂、どう？　それなら試せそう？」

「うん、頑張ってみる。ふたりとも、ありがとう」

「もちろん結果は報告してよね」

「そうそう、鬼の黒澤のドＳな夜の話、楽しみにしてるから」

「え、結果だけね、詳しくは話さないよ」

「なんで。減るもんじゃないし聞かせてよ。俺めっちゃ興味ある」

「減る！　確実になにかが減るもん！」






　果穂が悩んで落ち込みすぎないように、ふたりがこうして笑って話を聞いてくれるのが本当にありがたい。






　惚気とともにいい報告をしたいと意気込んで迎えた、その週の金曜の夜。






「あ、や、待って……」






　黒澤の寝室にあるダブルベッドに横たわり、濃厚な口づけから解放され、唇が首筋や鎖骨に落ちてきたところで、覆いかぶさる彼の胸元をそっと押し返した。






「どうした？」

「ううん、あの、今まだ、えっと……」






　事前に言い訳を考えていたはずなのに、甘く淫らなキスを交わしていたせいで思考が蕩けきってしまい、ただ拒まなければということしか思い出せない。






（あぁ、どうしよう……なんて言おうと思ってたんだっけ？　これじゃ、黒澤さんに不審がられちゃうよ……）






　焦りから視線がキョロキョロと彷徨さまよい、なにも言葉が紡げずに俯いてしまった果穂を見て黒澤はなにを思ったのか「わかった」と呟いて果穂の横にゴロリと転がった。






「く、黒澤さん？」

「大丈夫、そんな気分じゃない日もあるよな」






　全身に感じていた彼の重みと体温が遠ざかり、キスで蕩けきった思考が徐々にクリアになっていく。






　果穂が身体を重ねる気分ではないのを言い出せないのだと勘違いし、その意思を尊重してくれたのだと思い至ると、優しさを嬉しく感じると同時にもどかしさと切なさが募る。






（そうじゃなくて、もっと強引にきてくれていいのに。理性的というか、わりと淡白なのかな。それとも、私の魅力が足りない……？）






　悶々と考え込んでいると、黒澤は果穂を背中側からそっと包むように抱きしめてきた。






「今日はこうやって寝よう」






　柔らかい抱擁にすら期待で疼く身体はピクッと反応し、うなじにかかる吐息は果穂のそれと同じくらい熱い。






　なにも言えないまま身じろぎもできないでいると、お尻に硬いなにかが当たっていることに気づく。






（あれ？　く、黒澤さん、もうこんなに……）






　いつも果穂を快楽の淵に連れていってくれる彼のものは、スウェット越しにでもわかるほど熱く猛っている。






　それに気づいた果穂がもじもじとしていると、黒澤が腰を引きながら苦笑した。






「あー、悪い。さすがに果穂と同じベッドでキスしてたら、まぁこうなる」






　振り返らずともどんな顔をしているのかがわかり、照れくささと嬉しさに加え、わざと焦らしている罪悪感で胸の奥がキュッと痛む。






「気にすんな。そのうち治まる」

「でも、それなら私」






　果穂だってキスだけで蕩けるほど気持ちよくなり、すでに彼を迎え入れる場所は潤んで蹂躙されるのを待ちわびている。特に今日はなにをされてもいいよう、お風呂で念入りに身体を磨き上げてきたのだ。






　振り向いて、抱いてほしいと言い募ろうとしたが、黒澤は先程までの熱情を感じさせない穏やかな声で「いいから」と果穂の言葉を遮る。






「別に抱くためだけに週末ここに呼んでるわけじゃない。こうやって果穂が俺の腕の中にいてくれればそれで十分だ」






　大きな手で何度も頭を撫でながら、甘い声音で耳元で囁く。






「ほら、寝るぞ」






　誠実で真摯な愛情を注がれ、胸の痛みがどんどん大きくなっていく。






（多少嫌がっても無理やり襲いかかってきてほしい、なんて……。私、こんな優しい人相手になにを考えてたんだろう……）






　自分の欲求よりも果穂の気持ちを優先し、さらに気に病まないように甘い言葉をかけて安心させてくれる。






　職場で鬼だと言われている黒澤だが、誰よりも部下をフォローし気遣っている姿を見ていれば、嫌がる恋人を無理やり襲ったりするような人ではないとわかっていたはずなのに。






（それなのに試すようなことして、せっかくの甘い夜を自分で台無しにするなんて……）






　もっと貪欲に求められたい、自分とのセックスに夢中になってほしい、頭が真っ白になるほどふたりでドロドロに溶け合いたい。






　決して口にできない欲望を捨てられずにいる自分が、酷く淫らで汚いものに思えて仕方ない。






　同期のふたりは応援してくれたけれど、こんな性癖で悩んでいると黒澤に知られたら、きっと軽蔑されてしまうだろう。






（そんなの、絶対イヤだ……！）






　黒澤と向かい合うように身体を反転させ、ぎゅっと胸元にしがみつく。すると果穂の首の下に腕を差し入れた黒澤が優しく抱きしめ、大丈夫だと言うように背中をぽんぽんとたたいてくれた。






　その温かさにじわりと涙が滲む。






（もうやめよう。きっと理想のセックスなんて漫画や小説の中にしかない。ううん、黒澤さんと抱き合うのだって、めちゃくちゃ気持ちよくて幸せなんだから、これ以上望んだらバチが当たる）






　果穂はキツく目を閉じて自分に言い聞かせる。






　そのまま眠りに落ちてしまいたかったのに、この日は睡魔さえ果穂を襲ってくれず、ただひたすら朝が来るのを待ち続けたのだった。

















３．仮面を剥いだ夜












　日中は夏の名残で暖かいが、夕方になると肌を撫でる風が冷たく感じるようになってきた十月上旬。






　久しぶりに定時であがった果穂は、会社帰りに本屋に寄ってお目当ての漫画を購入した。






（これこれ、『年下上司のドＳな愛し方』最終巻！　よかった、発売日前日だけどゲットできた。最後にヒロインがどういう決断を下すのか気になって仕方なかったんだよね）






　果穂がハマっている漫画や小説のヒーローはことごとくドＳで意地悪な性格の男性ばかりで、実際の恋愛でも二次元でも嗜好は変わらない。どうしても手に取る本は『ドＳ社長』や『イジワル幼馴染』など、わかりやすい設定のタイトルが多い。






　先程買った漫画は、アラサーＯＬのヒロインが田舎の両親からの見合い攻撃を躱すため、年下の上司であるヒーローに偽装恋人になってほしいと頼むところから始まる。






　まるで本物の恋人のように過ごすうちにヒーローに好意を抱くヒロインだが、彼はとある大企業の御曹司で婚約者がいると知ってしまい、身を引こうとする。






　それに憤ったヒーローはヒロインを自宅に監禁し、自分から離れられなくなるように身体から陥落させて……といったストーリーだ。






（手錠でベッドに拘束されて、目隠しで朝か夜かもわからないまま抱かれ続けるのって、どんな気分だろう）






　大人の女性向け漫画ならではの濃厚なラブシーンがふんだんに盛り込まれているのはもちろん、舞台となっているのはＩＴ業界のベンチャー企業で、ヒーローがシステムエンジニアとして働いているため、仕事の描写もエンジニアあるあるなどが散りばめられていて面白い。






（漫画は漫画、現実は現実。理想のエッチはこうやって二次元で楽しめばいい）






　あの夜以来、幾度となく自分に言い聞かせている。






　黒澤が会社で見せる厳しさはビジネスのためであって、嗜虐心からではない。






　普段から彼がドＳな性格であるとは限らないし、勝手に理想を押し付けて物足りなさを感じるなど自己中心的で身勝手過ぎる。






　それでもこうした漫画を読むと羨ましいと思う気持ちが捨てられず、自分の性癖にほとほと嫌気がさす。






　何度目かの自己嫌悪に陥りながらスーパーに寄り、明日からしばらく雨が続く予報だったため、二日分の食材を買い込んだ。






「果穂？」






　スーパーを出て少し歩いたところで後ろから声を掛けられた。忘れたくても忘れられない聞き覚えのある声に、身体がビクッと震え足が止まる。






　それは果穂にトラウマを植え付けた元彼、井上いのうえ文哉ふみやの声だった。






　文哉は大学のひとつ上の先輩で、二年生になったばかりの頃に彼から告白をされ、一年ほど付き合っていた。






　社交的で友達も多く、最初はグイグイ引っ張ってくれるアクティブなところに惹かれていたが、実際は人の意見を聞かない自信家で、一緒の時間を過ごすごとに傍若無人な我儘さに辟易し、最終的には彼が浮気したため別れた。






　裏切られたショックや悔しさよりも、これで文哉と離れられるといった安堵の感情の方が大きかったように思う。






「久しぶりだな」






　にこやかに再会を懐かしむ雰囲気を出す文哉だが、果穂はとてもそんな気にはなれない。






　会釈だけしてその場を去ろうとすると、果穂の行く道を塞ぐように回り込んできた。






「おい、シカトかよ。目上の人間に対してそれはないんじゃね？」

「あなたと話すことなんてない」

「はぁ？　こっちが声掛けてやったのに、なんだよその言い方」






　舌打ちしながら遠慮のない強い力で手首を掴まれ、果穂は顔を顰しかめる。






「痛いっ、離して」






　咄嗟に手を引こうとするが、男の力には敵わず、びくともしない。腰だけ引いた状態で逃げようとする果穂を嘲けるように、文哉がニヤリといやらしく笑った。






「へぇ、まだその性癖変わってないんだ？　お前、痛いの好きだったもんな」






　往来で突然そんな話をされ、果穂はひゅっと息を詰める。






「いいぜ。ちょうど女切らしてて暇だし、抱いてやるよ」






　文哉の言葉を脳が理解した瞬間、言いようのない嫌悪感が体中を駆け巡り、掴まれた腕から全身に鳥肌が立った。






「セックス中もいじめてほしいって言うから、散々鳴かせてやっただろ？」

「なっ……こんなところで、やめてよ！」






　蔑むような眼差しと下心しかない言葉は、今も文哉が果穂を見下している証拠だ。別れて四年以上経っているにも関わらず、彼は以前となにひとつ変わっていないのだと思い知らされる。






　果穂は夜においては相手に主導権を握ってほしい願望はあるものの、気が弱い性格ではなく、むしろズバズバ意見を言うタイプだ。






　付き合い始めた当初は文哉に対し多少なりとも好意があり、身体を重ねるのに慣れてくると「もっとこうしてほしい」と要望を伝えるようになった。






　元々独りよがりのセックスをしがちだった文哉は、果穂を高めることもせずに自分だけ快楽を追いかけるタイプで、おざなりに胸に触れられ、適当にナカを指でかき回され、大して潤わないままに彼を受け入れさせられた。






　当然快感よりも痛みが勝ることが多く、愛情など感じられない。これを〝ドＳプレイ〟と受け取ることは到底できなかった。






　次第に求められるのが苦痛になり、それは互いにとってよくないと、果穂なりに真剣に考えてセックスの改善を求めたのだ。






『あのね、私ももっと頑張るから、もう少し私も……気持ちよくしてほしい。意地悪でも……痛くてもいいから』






　漫画や小説の王道であるドＳなヒーローの、痛みにも似た快感を与えてくれる意地悪で甘いセックス。そんなものは物語の中だけと理解はしていても、憧れる気持ちは止められない。






〝女を悦くできていない〟などと男のプライドを傷つけるつもりは毛頭なく、今後もうまく付き合っていくために伝えたのだが、文哉はそうは受け取らなかった。






　傷ついたプライドごと隠したいのだろう彼から投げつけられたのは、侮蔑をたっぷり含んだ眼差しと心ない言葉の数々だった。






『ヤバ……なにお前。どっかおかしいんじゃねぇの？』

『女から何度もセックスに要望出すって淫乱かよ。逆に萎えるわ』

『意地悪とか痛くても、とか……ＡＶの見過ぎじゃね？』






　結局それ以降、文哉と過ごす時間は徐々に減っていき、最終的に新入生の女の子との浮気が発覚し、一年の交際に終止符を打つこととなった。






（もう二度と関わりたくないって思ってたのに、まさかこんなところで再会するなんて）






　別れてよかったと心底思うと同時に、掴まれた手首がジンジンと痛み、早くこの男から逃れたいと気持ちが焦る。






　黒澤のマンションはここから徒歩五分。ＪＲだけでなく地下鉄も通り、老舗百貨店や劇場が立ち並ぶこの街は日が沈んでからも賑わっているが、大通りから一本中に入ると閑静な住宅街が広がり、急に人通りが少なくなる。






　なぜここに文哉がいたのかはわからないが、彼の身につけているスーツがヨレヨレなところを見ると、この辺りの住人とは考えにくい。






「ってかお前、その荷物。まさかこの辺に住んでんのか？」






　先程スーパーで買った食材の入ったエコバッグをちらりと見て、文哉は面白くなさそうな声を出す。






「どうせ見栄張ってボロボロのアパートでも借りたんだろ。そんな場所で昔みたいにヤれば、近所にお前の喘ぎ声がダダ漏れだな」






　彼の言動のすべてが不愉快で、聞いているだけで徐々に気分が悪くなってくる。






（私、なんでこんな人と付き合ってたんだろう……）






　強引で押しが強いのを頼りがいがあると勘違いし、自分勝手な部分が俺様っぽくてかっこいいと、二次元と現実の区別が付いていなかった過去の自分を張り倒したい。






「私がどこに住んでいようと関係ないでしょ。本当にやめて、もう離してっ」

「あぁ、こういうのね、お前が求めてたの。わかったって、そのヤバいプレイに付き合ってやるから。ほら、行くぞ」






　手首を掴む力は緩まることなく、何度振り払おうとしても一向に解けない。






　それどころか、文哉は果穂が本気で嫌がっているわけではなく、嫌がっているフリをしているのだと信じているらしい。






　ぞんざいに扱われ、性癖を嘲笑され、最後には浮気という裏切りを受けてなお果穂が自分についてくると思い込んでいるなんて、一体どういう思考回路をしているのだろう。






　ゾッとして固まる果穂の手を引いて歩き出そうとする文哉は、「マジで感謝してほしいくらいだわ」と笑った。






「男はさ、ベッドに誘ったら可愛く恥ずかしがるような女の子が好きなわけ。そういう清純な子っていうの？　お前みたいにセックスに貪欲で、しかもドＭな女、普通の男だったらドン引きだろ。それを昔のよしみで抱いてやろうって言ってんだから、ホテル代はお前が払えよ」






　もはや言葉も出ない。






　自分はこんな男にここまで蔑まれなくてはならないほど酷い人間だろうか。






（このままだと本当にホテルまで連れて行かれちゃう。早く振り払って逃げなくちゃ）






　文哉の言葉に傷つけられるなんて二度とごめんだ。そう思うのに、自分がおかしな性癖だからこんな目に遭っているのではと思えてきた。






　先週、黒澤の夜の誘いをわざと拒んだことを思い出し、ズンと心が重くなる。






　いつも果穂に優しくしてくれる黒澤を試すようなことをしてしまった自己嫌悪の感情が引き摺り出され、文哉に言い返す気力が奪われていく。






　憧れていた黒澤と付き合い始め、それだけでも幸運だというのに、さらに欲をかいて理想のセックスまで望んだバチが当たったのだろうか。






　そう明後日な方向に果穂の思考が飛んでいった時だった。






「なにをしている？　彼女の手を離せ」






　怒りを滲ませた硬質な声に振り向けば、鬼のような形相でこちらに歩み寄ってくる黒澤がいた。






　人を刺せそうなほど鋭い眼差しで睨みつける黒澤に、果穂はビクッと震えたが、文哉はその威圧に負けじと声を張り上げる。






「は？　なんだよ、お前。関係ねぇだろ！」

「痛がってるだろ、その手を離せと言ってるんだ」






　ふたりの間に割って入るように立ちはだかる黒澤が、いまだに果穂の手首を掴んでいる文哉の腕を捻り上げた。






「痛ってぇ！」






　悲鳴のような声を上げて果穂の手を離したが、黒澤の手は文哉の腕を掴んだまま。






「関係ないわけないだろ。自分の彼女が変な男に絡まれているのを見て、黙っていられるわけがない」

「彼女？　こいつが、あんたの？」






　痛みに顔を顰めながら、文哉は黒澤を上から下まで見やる。






　百七十六センチある文哉よりも長身で、細いけれど筋肉質な体躯、艶やかな黒髪に整った容貌と、非の打ち所がない。






　おまけに着ているものも上質そうで、腕につけている時計は文哉が数年のボーナスを注ぎ込んだところで手が出せない代物だろう。






　男としての格の違いをまざまざと見せつけられ、果穂がそんな男の恋人に収まっていることが文哉の苛立ちを煽る。






「あんたモテそうなのに、なんでこんな女？」

「なんだと？」

「もしかして、果穂の性癖知らねぇの？　こいつ、見た目と違ってちょっとおかしいんだよ。すげぇドＭで変態なの」

「ちょっと、もうやめて！」






　言わんとしていることを察し、叫ぶようにして止めたが、文哉は小馬鹿にした笑みを浮かべて話し続けた。






「俺が付き合ってやってる時も、もっと気持ちよくしてくれって鳴きながら懇願するくらいセックスに貪欲で、ちょっと強引にすれば所構わず発情するようなビッチだし。今だって痛がってるフリしてただけだろ、ちょっと手を引いてやりゃあすぐについて来てたし。あんたが来なければ三十分後には俺の下でアンアン喘いでるような女だよ」






　何度文哉に傷つけられればいいのだろう。黒澤に知られてしまったショックでじわりと涙が浮かび、視界が滲んでいく。






　さも事実のようにペラペラと噓を並べていく文哉の言葉を聞いていられず、耳を塞いで蹲りそうになる果穂を支えてくれたのは、黒澤の力強い腕だった。






　彼は果穂の肩を抱き寄せ、安心させるようにゆっくりと頭を撫でてくれる。反対の手でひねり上げていた文哉の腕を投げ捨てるように離し、その手も果穂を守るように添えた。






「言いたいことはそれだけか」

「なんだと？」

「果穂を満足に愛してやれなかったお前の戯言なんてどうでもいい。どうせひとりよがりのくだらないセックスしかできないんだろ」

「な……っ」

「愛する女がどんな性癖だろうと受け入れる度量がないなんて、自分から器の小ささを往来でひけらかす方が余程〝ドＭの変態〟だと思うがな」






　反論の余地がないほどに次々と図星を責め立てられ、唇を噛みしめたままわなわなと震えていたが、最後に凄みの利いた声で「失せろ。二度と俺達の前に姿を見せるな」と襟首を掴んで睨みつけられると、怯えたように走り逃げ去っていった。






「果穂」

「くろさわ、さん……」

「俺と一緒に帰ろう」






　感情を押し殺したような固い声で告げられ、果穂はただ頷くしかできなかった。









　大きなソファに座り、果穂が買った食材を黒澤が冷蔵庫にしまうのをぼんやりと眺める。






　ここへ来るまで、ふたりとも無言を貫いたまま。果穂はなにから話せばいいのかわからず、頭の中は真っ白だった。






　時刻は午後七時。夕食どきだが、呑気に料理を始める雰囲気でもない。






（黒澤さん、怒ってるよね……。ううん、呆れて物も言えないのかも……）






　あんな往来でガラの悪い男に絡まれていた挙げ句、下品極まりない発言ばかり聞かされれば気分を害するのは当然だ。






　自分の知らない恋人の性癖を元恋人から聞かされるなんて、もし反対の立場だったらと思うと気分が悪いどころの騒ぎではない。






　あの場では文哉から庇ってくれた黒澤だが、とんでもない男と付き合っていた果穂に幻滅しただろうし、文哉の発言すべてを真実だと捉え軽蔑しているかもしれない。






（どうしよう、泣きそう……）






　ここで泣いたところでなにかが解決するわけではない。わかっているのに、黒澤がなにを考えているのかがわからず不安で、呼吸が徐々に浅くなる。






　やがて片付けを終えた黒澤がリビングへやって来たのを見て、意を決して立ち上がった。






「あの、すみませんでした」






　両手をお腹の前でぎゅっと組み、勢いよく頭を下げる。






「私のせいであんな風に絡まれて、聞きたくない話まで聞かされて……めちゃくちゃ嫌な気分ですよね。本当にごめんなさい」






　頭を下げたまま、なかなか顔が上げられない。彼がどんな顔をしているのかを見るのが怖かった。






　文哉はさも果穂が淫らでいやらしい女だと誇張して話したが、すべてが偽りというわけではない。






（全部話すなら、今しかない）






　足元に置いていたバッグから本屋のロゴの入った袋を取り出し、中に入っている漫画を黒澤に向かって差し出した。






「……これは？」

「私がずっと好きな漫画です。文哉……さっきの元彼が言っていたように、本当はその漫画の中のヒロインみたいに責められたいって思ってたんです」






　彼が手にした漫画をパラパラと捲めくる。その様子を、果穂はちらりと上目遣いで盗み見た。






　普段、果穂がそれを手にしている時は、激しい描写に赤面しつつもキュンとしながら読んでいるが、黒澤は無表情で手元に視線を落としている。






　果穂が全力で作ったアプリの概要書すら短時間で読み解いてしまう彼のこと、漫画の内容など一瞬で理解するだろうなと場違いなことを考えた。






「私、昔からちょっと意地悪な人に惹かれるんです。だから、そういう漫画みたいなエッチにも興味があったりして……」






　黒澤がテーブルに本を置き、額に掛かった前髪を手櫛で後ろに流す。その仕草が妙に色っぽく、こんな時なのに胸の奥がキュンと鳴った。果穂は視線を逸して話を続ける。






「黒澤さんが私を大切にしてくれてるってわかってるのに、めちゃくちゃ幸せなのに、どこか物足りないって思ってた。黒澤さんにいじめられたくて、もっと求められたくて、もっともっと私のことめちゃくちゃにしてくれればいいのにって……」






　自分自身の言葉を客観的に聞くと、恥ずかしいカミングアウトをしている自覚はある。けれどそれ以上に、彼が果穂の告白を聞いてどう思っているのかが気になった。






　そっと視線だけで彼の表情を窺うと、黒澤は目を瞠ってこちらを見つめている。






　驚いた表情から徐々に眉間に皺を寄せ、なにかを堪えるように変わっていく様は、果穂の目には嫌悪感を顕にしないように耐えているかのように見えた。






（やっぱり黒澤さんは優しい。なにを思ったとしても、感情的に人を蔑んだりしない）






　零れそうになる涙を必死に堪え、無理やり口角を上げて笑って見せる。






　恋人としての時間はこれで最後かもしれない。それでも彼の部下でいる以上、なんとかこれまで通りの関係性を死守しなくては。






「話してみようかと思ったけど言えなかったんです、黒澤さんに引かれるのが怖くて……。ごめんなさい、気持ち悪いですよね。私、文哉の言う通り、ちょっとおかしいんです。もう救いようがないヤバい奴なのかも――」

「果穂」






　苛立たしげに名前を呼ぶ声は、今にも怒りが爆発しそうな険しさが滲んでいる。






　早口で捲し立てる果穂の言葉を遮った黒澤に腕を掴まれ、そのまま引き摺られるようにバスルームへ連れてこられたが、彼がなにを考えているのかまったく読めない。






「く、黒澤さん？」

「脱いで。それとも脱がせてほしい？」

「な、どうして……」

「俺以外の男に触れさせるな。あいつが触れた場所全部、綺麗にしないと気が済まない」






　嫉妬心と独占欲をむき出しにした言動に、果穂は驚いて目を瞠る。






　文哉から放たれた酷い内容の話を聞いてもなお、こうして嫉妬するほど想ってくれているのだろうか。






「……怒ってないんですか？」

「怒ってるよ。果穂を貶めるような発言をしたあいつにも、守ってやれなかった自分自身にも、あんな奴の言葉で傷つく果穂にも」






　ブラウスのボタンをはずしながら、黒澤がじろりと睨む。






「最低な男の言葉を真に受けて、自分を卑下するな。さっきも言ったが、受け入れる度量のないあいつの器が小さかっただけだ」

「でも、私……」

「それともあいつの言う通り、俺が来なければあの男についていってた？」

「そんなっ……あり得ません！　再会したのも偶然で、もう二度と関わりたくないって思ってたのに……」






　勢いよく首を横に振る果穂に、黒澤が納得したように小さく呟く。






「だったら、あんな男のことなんてもう忘れろ」

「黒澤さん……」

「イジめて、めちゃくちゃにしてほしいんだろ？　望むところだ。俺が忘れさせてやる」






　ドクン、と心臓が跳ねる音が全身に響く。






　険しい顔で睨まれているのに、まったく恐怖は感じられない。






　むしろこれから彼になにをされるのかと期待で胸が高鳴り、信じられないことに、触れられていないにも関わらず、彼の言葉と視線だけで脚の間が潤み始めていた。






（やだ……私、ありえないほど興奮してる……）






　その後、黒澤は黙々と果穂の服を脱がせると、あっという間に下着姿にされてしまった。






「や、待って……」






　制止してみるものの、内心ではこれから始まる濃厚な時間を待ちわびている。






「職場じゃ甘やかしてやれないからと思って紳士に徹してたのに。散々煽ってくれたんだ、寝られると思うなよ」

「くろさわ、さん……」

「おいで」






　腕を引かれ脱衣所から浴室へ入り、頭からシャワーを浴びせられる。






「あっ、黒澤さん、服濡れちゃう」






　果穂も下着をつけたままだが、黒澤に至ってはジャケットを脱いだだけで他は着たままだ。






　もくもくと湯気で白むバスルームの中で、下着姿とはいえ着衣のままで立っているのは居心地が悪い。






　果穂が焦りながらシャワーを止めようとすると、彼はその行動を制するように後ろから抱きしめ、首筋に唇を這わせてきた。






「あ……っ」

「服なんてどうでもいい。今は果穂を綺麗に洗って、あいつの存在を消したい」






　黒澤はボディソープを泡立て、文哉に掴まれた果穂の手首を念入りに洗う。それから二の腕、肩、鎖骨と泡を纏った大きな手のひらが肌を滑り、場違いにつけたままのブラの上から膨らみを揉みしだかれた。






「ん……」






　水を吸って重くなったブラの上から触れられていると、一歩足りない感覚がもどかしく、直に触ってほしくてたまらない。






「あ、黒澤さん……」






　後ろから抱き込むようにして腕を回す彼を振り返り、ねだるような視線を向けたが、彼は一貫して下着を取ろうともずらそうともしない。素知らぬ顔で片手で胸を、もう片方の手で腹部や太ももを撫で回すだけだ。






　ひたすらに緩慢な刺激だけを与えられ続け、果穂はこの泡の感触で直に愛撫されたらどれだけ気持ちいいだろうかということしか考えられなくなっていく。






　身体を捻って自らブラをずり下げようと格闘するが、それを見越した黒澤に動きを封じられてしまう。






「やぁっ、なんで……」

「どうしてほしい？」






　これまで黒澤からそんな風に聞かれたことはない。彼はいつだって果穂の望む以上の快感を与えてくれていたのだ。






「ちゃんと、さわってほし……」

「触ってる。ほら」






　グッと強い力でブラを絞るように掴まれ、布地が固く立ち上がった蕾を掠める。






「あっ、んん！」

「へぇ。これも気持ちいい？」

「ちが、やだ、ちゃんと……」

「ちゃんと？」

「脱がせて、直接さわってください……」






　果穂に懇願させた黒澤は満足げに口角を上げると、背中のホックを外し、剥ぎ取ったブラを足元に放った。






　あらわになった胸元は早くイジメられたいと濃く色付いて主張しており、彼からの愛撫を待ち焦がれている。






　にも関わらず黒澤はまだ焦らすように乳頭の周辺を指の腹で撫でるようにクルクルと弄るだけで、一番敏感な先端には触れてくれない。






「はっ、黒澤さ、ん……もう、お願い……」






　服を脱がされている時から緊張と期待で張り詰めていたのだ。これ以上焦らされたらおかしくなってしまう。






　涙が滲む瞳で後ろの黒澤を振り返り、意地悪で大きな手をぎゅっと掴む。






「いいな、その泣き顔。そのまま俺のことだけ考えてろ」






　黒澤は噛みつくように果穂の唇を奪い、差し込んだ舌で口内を舐め尽くす。






　くちゅくちゅと唾液の絡まる音が脳内に響き、果穂は強引に奪われているシチュエーションに酔いしれていく。






「ふぁ、あ、んん……ああぁっ！」






　キスが解かれた瞬間、胸の先端をぎゅっと摘まれ、待ちわびていた刺激に身体がビクッと跳ねた。






　そのまま親指と中指で扱くように捏こね回され、爪を立ててピリッとした痛みを与えられ、それをあやすようにフェザータッチで撫でられる。






　繰り返される胸への刺激だけで軽く達してしまいそうなほど気持ちよく、甘ったるい声が止められない。






「やぁん、は、あぁっ」






　浴室で反響する自分の喘ぎ声を聞くのはとても恥ずかしく、余計に感度が高まるのがわかる。






　勝手に腰が揺れ、そのたびに脚の間からとろみのある液体が太ももを伝って垂れていく。






「やらしい声。ずっとこうしてほしかった？」






　黒澤の問いかけは、胸への愛撫か、それともこの意地悪な抱き方か。






　どちらにしろ頷く以外の選択肢はなく、果穂はこくこくと首を振った。






「素直でいい子だ。じゃあこっちも洗ってやらないと」






　泡のついた右手が腹部よりも下に伸ばされ、長くて綺麗な指先がぬるついた秘裂をなぞる。






「ひぁ……っん！」

「もうぐしょぐしょだ。これ、泡じゃないよな？」






　指に纏わりついた透明の液体が糸を引く様を、わざと果穂の目の前に掲げて見せる黒澤は、これまでの甘く優しいセックスをする彼とは別人だ。






　羞恥を煽る質問に言葉を詰まらせていると、花弁を行ったり来たりしていた指がつぷんと中に埋められる。






「ふぁ、あっ……」

「あー、柔らかいのにキツいな。そんなに待ってた？」

「あ、もう、ほしい……」






　耳元で囁かれる甘く低い声に促されるように、果穂は快感に蕩けた思考で素直に答えた。






「黒澤さん、ください……」

「……っは、いいね。果穂はイジメられると、そんないい顔してくれるんだ？　すげぇ興奮する」






　自分が今どんな表情をしているのかなど、考えたくもない。けれど黒澤が興奮してくれるのだと思うと、覗き込まれた瞳を逸らすこともできなかった。






　蜜の溢れる中に指を出し入れされ、反対の手は胸の先端を弄られたまま、濃厚な口づけを与えられる。
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　身体のあちこちから快感が襲ってきて立っているのもやっとなのに、さらに親指に淫核を潰すように捏ねられ、絶頂の予感があっという間に目の前まで迫ってきた。






「あっ、も、くる……っ！」






　下肢にぎゅっと力が籠もった瞬間、中を蹂躙していた指が抜かれ、花芯から彼の手が離れていく。






　掴みかけていた快楽の波がサーッと引いていく感覚に、果穂は絶望に涙を零して黒澤を振り返った。






「や、あぁ……っ、あ、え？」

「ダメだろ、洗ってるだけなのにイくなんて」

「あ、そんな……」






　ギリギリまで快楽を煽っておいて、ここでおあずけを食らわされるなんて。






（あぁ……黒澤さん、やっぱりドＳだ……）






　達しそびれた身体は快感を欲して震えているが、黒澤は果穂に濡れた服を脱がせるようにと指示をしてきた。






「ほら、俺が欲しいんだろ？」

「はい……」

「じゃあ脱がせて。果穂から俺を欲しがって」






　濡れて張り付いた服に手こずりながらなんとか脱がせ、黒澤も下着姿になる。






　果穂は彼の前に膝をつき、黒いボクサーパンツを引き下ろすと、勢いよく飛び出してきたそれに手を添え、透明な蜜を溢す先端にちゅっと口づけた。






「すごい、おっきい……」

「……果穂」

「ダメですか？」

「いや、嬉しいよ。でも今日はおあずけだ。もう果穂の中に入りたい。立って、壁に手をついて」






　彼の指示――果穂にとっては〝命令〟された通りに立ち上がって壁に手をつくと、黒澤に対してお尻を突き出す格好になる。






「いい眺め」






　フッと笑う彼の吐息が背中を擽くすぐり、視姦されているだけで呼吸が浅くなっていく。






　どこから取り出したのか黒澤が繋がる準備を終え、果穂の細い腰を掴むと、なんの予告もなく大きな雄を一気に突き刺した。






「ふぁっ！　ああーっ……！」






　寸止めされていた快感が一気に弾け飛び、頭の中が真っ白な光に包まれる。全身がビクビクと震え、中に入ってきたばかりの黒澤をキツく食い締めた。






「あっぶね……。いれただけでイったのか。やらしい奴」

「あ、あぁ……ごめ、なさ……」






　激しく達した脱力感で膝から崩れ落ちそうな果穂の腰を支えながら、黒澤が容赦ない律動を開始する。






　ゴリゴリと内壁を抉るように穿うがたれ、何度も身体を重ねた中ですべて知られている快感のスイッチを寸分違わずに押してくる。






「あ、あ、あっ！　待って、まだ、やぁぁ……っ！」






　これまで挿入の際には「入れるよ」と声を掛けてくれたし、絶頂を迎えて息が上がっている間は整うまで待ってくれていた。






　果てたばかりの身体に過ぎる快楽を注ぎ込まれ、苦しいほどの愉悦が身体中を支配する。






　ゴム越しでも熱く滾っているのがわかる剛直が、敏感になっている蜜壺を何度も擦り上げ、下腹が痙攣するように引き攣れた。






「あ、やだ、うそ、また……っ」






　腰を揺さぶられるたびに乳房が重く揺れ、その感触を楽しむかのように黒澤の大きな手に下から揉みしだかれる。






　くの字型になってなんとか壁に手をつく果穂の背に被さり、パンパンと音を立てながら追い立てる黒澤からもまた、悩ましげな吐息が漏れた。






「は……っ、またイキそうか？　中がすごいうねってる」

「や、あ、あぁ……っんん！」

「こうやって激しくされたかったんだろ？　ほら、イけ！」

「うぁ、あ、あっ、あああぁっ……！」






　髪を振り乱し、涙をぽろぽろと零しながら絶頂を享受する。






　立て続けに高みに昇らされ、ついにガクガクと震えていた膝が崩れた。






「果穂、まだだ。ほら、舌を出して」






　肩で息をするほど体力を奪われた果穂の身体をひっくり返し、まだ終わらないと知らしめるように再び命令する。






　浴室の床に横たわったまま素直に差し出した舌は覆いかぶさってきた黒澤の口内に絡め取られ、すぐに再び剛直が果穂の中に押し入ってきた。






「んんっ、むぅ、んんーっ！」






　膝裏を抱えられ、内臓がせり上がっていると錯覚するくらいに奥まで突き挿れられる。






　息を継げないほど濃厚にキスを交わし、ぐちゅぐちゅとあられもない水音と、パンパンと響く打擲ちょうちゃく音に羞恥心を煽られるが、それすら快感を増幅させる。






「ひあっ、すごいぃ……っ、こんなの、はじめて……っ」






　あまりの悦さに泣きながら訴えると、額に汗を滲ませながら壮絶な色気を湛えて黒澤が笑った。






「果穂、可愛い。もっといじめてやるから、存分に鳴けよ」






　限界まで引き抜かれ、すぐに最奥まで押し込まれる。往復するたびに熱く熟れた膣壁が悦び、雄に射精をねだるようにむしゃぶりつく。






（この意地悪な顔と声だけで、またイっちゃいそう……）






　性癖ど真ん中の黒澤の言動で中がキュンと締まり、はしたない蜜が溢れ出た。






「あ、あ、また……」

「すごいな。またイきそう？　いいよ、好きなだけイけばいい」






　果穂は必死に黒澤にしがみつこうと腕を伸ばす。






「黒澤さんも、気持ちいい、ですか……？　あ、次は一緒が、いい……っ」






　揺さぶられながら伝えると、ドＳで意地悪な笑みは鳴りを潜め、いつもの優しく甘い微笑みでぎゅっと抱きしめられた。






「いいよ。一緒に、な」






　要望に応えるように意地悪に激しく抱かれ、温かい腕の中に包まれ、身も心も満たされていく。






「あ、あぁ……っ、黒澤さ、すき、すきぃ……っ」

「果穂……っ」






　霞みそうになる意識の中、優しく重なる唇とは対照的に捩じ込み抉るように突き上げられ、果穂は太ももを痙攣させながら三度目の絶頂へ飛ばされた。






　それを追うように黒澤もまた胴を震わせ、皮膜越しに精を放つ。






　いつもは名前を呼び合いながら果てた後、脱力した彼の重さを背中に腕を回して受け止めるが、今日の果穂は指一本動かせそうにない。






「あ、黒澤、さん……」






　喘ぎすぎて掠れた声で彼を呼ぶと、肘で自身の体重を支えたまま、汗と涙でぐちゃぐちゃな顔を手のひらで拭ってくれる。






（あ、いつもの黒澤さんだ……）






　願望通りドＳに責められ、これまでにないほど淫らに感じたが、最後に抱きしめて名前を呼んでくれた甘く優しい黒澤もこの上なく好きだ。






「おいで。風邪引く前に身体流してベッドに行くぞ」






　果穂がぐったりしている間に手早く避妊具の処理を終え、膝の上に乗せて甲斐甲斐しくシャワーで流した黒澤は、バスタオルでさっさとふたりの身体を拭くと、そのまま果穂を抱き上げて寝室へと向かう。






　帰宅してすぐにバスルームでの情事に耽ってしまったため、まだ食事もしていないが、この倦怠感では食べられる気がしない。






　疲れ果てた果穂はされるがままになっていたが、一糸纏わぬ姿でベッドに横たえられ、慌てて身体を起こした。






「あの、寝るならせめてなにか着たいです」

「誰が寝るって？」

「え……？」






　隣に横になると思っていた黒澤が、片方の口角を上げて覆いかぶさってくる。






「一度で済むわけないだろ。言ったよな？　煽った以上、寝られると思うなって」






　ニヤリと意地悪な笑みを至近距離で向けられれば、頭ではもう限界だと思っていても、身体が勝手に反応してしまう。






「果穂、どうしてほしい？」

「いじめて……めちゃくちゃにしてください……」






　羞恥に瞳が潤むが、自分の放った言葉にすら興奮する。






　それを見た黒澤が、小動物を前にした肉食獣のように舌なめずりをした。






　黒澤の優しく甘い恋人の仮面を剥いでしまった果穂の夜は、まだまだ終わらない。

















４．ドＳな本性












　黒澤が果穂を好ましく思ったのは、彼女が入社してすぐのことだった。






　開発部を希望する社員は男性が多く、そもそも女性が少ない環境であるため、新入社員の頃から目を引いた。






　黒目がちな瞳にふっくらとした唇は可愛らしく、あどけなさの残る顔立ちと華奢な身体つきは頼りなさを感じさせ、庇護欲とともに嗜虐心も擽られる。






　もちろんそれを表に出したりはしないし、それだけで部下に恋情を抱いたりはしないが、多少気になる存在ではあった。






　毎年のことだが、新入社員は新しい環境に対する不安もあるため、優しく丁寧に指導するようにと通達が来る。






　特に黒澤はＣＥＯで大学の先輩でもある柿澤から『お前はただでさえ言い方キツイんだから気をつけろよ』と直々に警告されていた。






　しかしＫＩＣＫアプリケーションの開発部は研修を終えると新人だろうと顧客の製品作りに携わるため、マニュアルはあるもののほとんど実地で覚えてもらう以外にない。締切もあるため〝優しくゆっくり〟というわけにはいかないのが現状だ。






　厳しく指導している自覚はあるし、裏で鬼だなんだと言われているのも知っているが、ＣＴＯとしての責任を全うし、会社の製品のクオリティを落とさないためにも必要だと考えている。






　果穂は配属が決まった初日こそ緊張していたようだが、しっかりメモを取り、わからない部分は素直に教えを請い、必死に仕事を覚えようとする姿が好印象だった。






　同期とも仲がよく、チームの人間関係も問題はなさそうで、新しい環境への順応力が高い。徐々に慣れてくると納得のいかないリテイクには反論してくるようになり、いきいきと仕事をしているのが見て取れる。






　黒澤自身、自覚のあるワーカホリックなせいか、楽しそうに仕事をする果穂は魅力的に映り、部下としても女性としても好感を持った。






　元来気に入った相手ほどイジりたい性格の黒澤は、鬼と呼ばれる自分に対しても臆せず意見してくる者こそ男女問わず好ましいし、ビジネスの上でも自己をしっかり持っている人間が大成すると思っている。






　果穂はエンジニアとしてはまだまだ未熟だが、クライアントが求めるイメージを掴む勘の良さや、打てば響く丁々発止ちょうちょうはっしのやり取りができる点において、伸びしろのある人材だ。






　イジり甲斐のある性格も、真面目で勤勉なところも、負けず嫌いな気の強さも可愛く、彼女が入社して一年が過ぎた頃には完全に恋心を自覚していた。






　とはいえ上司であり会社の役員でもある黒澤が大っぴらに部下を口説くわけにもいかず、それからしばらくはただ手をこまねいていた。






　転機が訪れたのは果穂が入社して三年目の夏。打ち上げと称した飲み会の席で、珍しく果穂が酔っ払っていた時だった。






　瞳を真っ赤に潤ませて飲み続ける果穂が目に入り、慌てて彼女がいるテーブルへ向かった。






　隣に座っていた果穂と同じチームの柳田に話を聞くと、どうやら仕事で落ち込む彼女を励まそうとして飲ませすぎてしまったらしい。






　介抱を申し出て果穂の隣に座り、酒の入ったグラスを取り上げると、〝しょんぼり〟と音が聞こえてきそうなほど落ち込んでいる。






　その日、果穂が作ったアプリのレビューをしたのだが、その出来はお世辞にもいいとは言えず、クライアントの意向を盛り込みすぎてとても使いづらいものだった。






　容赦なく大量のダメ出しを浴びせたせいで項垂れている様は、尻尾と耳を垂れ下げてしょげる子犬のようで可愛らしく、もっと泣かせてみたいと凶悪な感情が湧いてくる。






　それを必死に押し殺して接していた黒澤に追い打ちをかけるように、果穂が頑張っているご褒美に黒澤がほしいと口にした。






『ご褒美、俺がいいの？』

『はい。……くれるんれすか？』






　アルコールで顔を赤く染め、潤んだ瞳で見上げられる。






　黒澤が口の端を上げて笑うと、目の前でじっとこちらを見ていた果穂が濡れた吐息を零す。






　その表情は恋しい男に発情した女のそれで、彼女もまた自分を想ってくれていて、酔っているせいで本音が零れ出たのだと確信した。






（言質は取った。もう逃してやらない）






　すぐさまプライベートの連絡先を交換し、翌日の電話で逃げ場を完全に封じ、果穂を手に入れたのだった。









　先程までの激しい熱情の余韻を身体のあちこちに残したまま、くったりと眠る果穂を抱き寄せる。






　自分がつけた所有の印が彼女の首筋から胸元、腹部にいたるまで無数に散っており、どれだけ我を忘れて貪ったのかと項垂れた。






（覚えたてのガキの頃だって、こんな無茶しなかっただろ……）






　果穂の昔の男への怒りと嫉妬、そして彼女からの思わぬカミングアウトで、理性など遥か彼方に飛んでいってしまった。






『黒澤さんにいじめられたくて、もっと求められたくて、もっともっと私のことめちゃくちゃにしてくれればいいのにって……』






　――――あれは反則だ。






　誰よりも愛しく思っている女にあんなことを言われて、紳士の仮面を被り続けられるわけがない。






　そもそも黒澤は気に入った人間ほど構ってイジりたくなる小学生男子の思考回路そのもので、職場での果穂はまさにそのタイプだった。






　どれだけキツくダメ出ししても必死に食らいつき、次にはよりよい設計を考えてくる。






　黒澤に論破されると悔しそうに上目遣いで睨む瞳を向けてくるが、それが可愛く思えてしまうのだから困りものだ。






　恋人になったからといって仕事に甘えや妥協を許すつもりはないし、果穂も望んではいないだろう。これまで通り、他の社員と変わらず厳しく接していくつもりだ。






　だからこそ、恋人として会っている時には、思いっきり甘やかしてやろうと思っていた。






　つい意地悪にからかいたくなる気持ちを抑え、年上の余裕を見せながら優しく包容力のある男を装っていたというのに。






（まさか、果穂からいじめてほしいなんて言われるとは……）






　昨日、帰宅途中の道でトラブルになっていそうな男女を見かけ、その女性側が果穂だと気付くと、考えるより先に男の腕を捻り上げた。






　どうやら果穂の元彼らしいが、いかに彼女の性癖がアブノーマルなのかを大声で喚いたり、性にだらしない女性だと貶める内容を次々に口にするなど、品位のかけらもない男だった。






　やめてと叫ぶ果穂の表情は悲痛に歪んでおり、今にも泣いてしまいそうなほど。






（クズ男が。果穂を傷つけて泣かせるなんて最低だ。俺が見たいのはこんな泣き顔じゃない）






　怒りでどうにかなりそうなのをなけなしの理性で抑え、文哉と呼ばれた男を追い払うと、一切の感情をオフにして果穂をマンションに連れ帰った。






　過去に恋人がいたのはわかりきっているし、それを咎めるつもりもない。






　けれど実際にどんなセックスをしていたのか、黒澤が知らない果穂の性癖を知る男が目の前に現れたことで、黒く渦巻く嫉妬の炎が胸をジリジリと焦がしていく。






　口を開けば、せっかく被り続けていた紳士の仮面が剥がれ、感情のままに彼女を責めてしまうかもしれない。






　帰宅し、冷静になろうと果穂から距離を取ったが怒りや嫉妬は収まりそうもなく、どうしたものかと思っていたところで彼女から謝られた。






『私のせいであんな風に絡まれて、聞きたくない話まで聞かされて……めちゃくちゃ嫌な気分ですよね。本当にごめんなさい』






　自らの性癖を打ち明けた彼女から見せられた漫画は、女性が手錠でベッドに拘束されていたり、手首と足首をタオルで縛られ局部が丸見えになっていたり、玩具で責められていたりと、かなり激しいプレイが目白押しだった。






　それでも女性は嫌がっているのではなく、快感に咽び泣く表情をしていて、きっと恋人同士の設定なのだろうと思われる。






『話してみようかと思ったけど言えなかったんです、黒澤さんに引かれて傷つくのが怖くて……。ごめんなさい、気持ち悪いですよね。私、文哉の言う通り、ちょっとおかしいんです。もう救いようがないヤバい奴なのかも――』






　必死に涙を堪え、むりやり笑顔を作りながら自分を卑下する彼女の言葉を聞いていられず、途中で名前を呼んで遮った。






　きっと元彼からの心ない言葉や態度で、たくさん傷ついたに違いない。






（気持ち悪いわけあるか。たとえ相容れない性癖だったとしても、あんな風に侮辱するなんて最低だ）






　怒りは頂点に達していたが、それでも果穂の不安を取り除いてやるのが先決だと思い、言葉と態度で示そうとバスルームへ連れ込んだ。






　すぐにでも貫きたいのを我慢し、とにかく焦らしていじめ抜く。






　果穂から懇願させ、あの男以上に自分を求めさせたいというエゴイスティックな欲求が頭をもたげた。






　緩慢な胸への刺激だけで彼女の瞳は情欲に濡れ、快感を欲した泣き顔は頭が沸騰しそうなほどに興奮する。






　この泣き顔が見たかったのだ。






　悲しみに流す涙ではなく、自分を欲し、与えてほしいとねだる彼女の泣き顔。






　果穂をひと目見た時から仄かに芽生えた庇護欲と相反する嗜虐心が、ここにきて大きく膨れ上がった。






　明確に絶頂へ導いていたはずの手をすんでのところで引き、さらに自分を求めさせる。






　バスルームで抱いたあとも、ベッドに移動して何度も果穂の身体を貪った。






（俺もまだまだ若いな）






　苦笑しながら窓の外を見ると、もう陽が真上に来ている。きっと正午を過ぎた頃だろう。






　空が白むまで犯し続け、ついに果穂が意識を飛ばしたところで、さすがにやりすぎたと反省した。






　ドロドロになった彼女の身体をタオルで清めてやり、黒澤も隣で眠ったが、感情も身体も昂りすぎたせいか、すぐに目が覚めてしまった。






　隣で小さな寝息を立てる果穂はあどけなく、腕枕で抱き締める黒澤に無意識に顔を擦り寄せてくる。






　その愛らしさと、剥き出しの肩や鎖骨に散る朱い花弁の対比がどこか背徳的で、あれだけ抱いたというのに再び欲望が迫り上がってきた。






（これはもう……完全に溺れてるな）






　職場も同じなのに、先に帰って食事を作ってくれるという果穂に早く会いたいと足早にオフィスを出るあたり、いい年してかなり溺れている自覚はあった。






　上司であり会社の役員を担う立場で彼女を手に入れた以上、将来を考えての付き合いのつもりだし、無責任なことをするつもりはない。






　周囲への配慮から職場ではなるべく交際の事実を隠しておきたいと果穂にお願いされたため、今日のように黒澤の部屋へ泊まる金曜日も退社は別々のタイミングにしている。






　そのこと自体に異論はないが、今日のように悪い虫が寄ってこないよう、果穂は自分のものだと宣言しておきたい気持ちもある。無数の花弁はその気持ちの表れのようだった。






（果穂の誕生日は来月か。ちょうどいい、柄じゃないが指輪を買うか。いや……果穂なら首輪でも喜びそうだな）






　彼女に見せてもらった漫画を思い出し、黒澤はひとりほくそ笑む。






「お前が望んだんだ。覚悟しろよ」






　紳士の仮面を剥ぎ取ったのは他の誰でもない果穂なのだ。






　きっと手加減など必要ない。思いっきりやりたいようにいじめ抜き、愛し尽くそう。






　黒澤は果穂の額にそっと口づけ、しばらくの間彼女の寝顔を堪能していた。

















５．鬼上司の意地悪な溺愛












　果穂が所属する開発部のプロダクトチームでは、毎朝ミーティングを行っている。






　それぞれが受け持つ仕事の進捗状況を確認したり、情報を共有したりする十分ほどの簡単なものだ。果穂と柳田、根本の三人だけなので、基本的に自席で済ませている。






　これから行われるのはそれとは別のミーティングで、インフラチーム、プロダクトチーム、コンサルチームなど、今回のアプリ開発に携わるすべてのチームが一同に介し、新たなマルチテナント方式のアプリプラットフォームについて様々な角度から意見を交わしていく。






　この大きな会議室は十四階にあり、他には受付と役員室、秘書課などの総務部しかないため、果穂は滅多に足を踏み入れないフロアだ。






　以前は黒澤のＣＴＯ室も十四階だったそうだが、彼の希望で開発部と同じ十二階にデスクを移したらしい。






　ガラス戸の仕切りがあるとはいえ役員なのに完全個室ではないのは、エンジニアとの距離を考えてのことなのだろう。






　ミーティングが始まる前までは和やかな雰囲気で雑談などをしていたが、時間になり黒澤が入室したことで空気が一変する。






　今回は会社の一大プロジェクトであるため、ＣＴＯの黒澤が同席すると昨日通達があった。






　果穂もまた緊張感を持ってこの場にやって来たが、普段のジャケットスタイルとは違うスーツ姿の黒澤に目を奪われてしまった。






（なんでスーツ？　それにしても……カッコよすぎるっ！）






　ひと目で高級だとわかるソフトで柔らかな風合いの生地で仕立てられたスーツは長身の黒澤にピッタリで、濃紺の細身なシルエットが彼のスタイルのよさを引き立てている。






　シックな色合いの中でネクタイだけは鮮やかな青緑色のストライプで、全体の雰囲気を壊さずにオシャレに見える、デキる男のセンスが光るコーディネートだ。






（普段見慣れないネクタイの破壊力……！　定番だけどネクタイを緩める仕草が見たい。むしろ、あのネクタイで縛られたい……）






　果穂の好きな漫画ではスーツ姿のヒーローは王道中の王道。






　手首を縛るのは序の口で、手首と足首を縛ったり、ベッドに拘束したり、目隠しや猿轡さるぐつわにしたりと、ネクタイはあらゆるドＳなプレイの万能アイテムだ。






　会社ではスーツが義務付けられているわけではないので、黒澤も普段はジャケパンスタイルだ。






　滅多に見られないスーツ姿につい妄想が爆発しそうになったところで「それでは始めます」と声が掛かり、果穂は気を引き締め直す。






　ミーティングが始まると資料に目を落とし、腕を組んで説明を聞く黒澤はまさに〝仕事の鬼〟の様相で、鋭い眼光がピンと張り詰めた空気を漂わせている。






　彼をついじっと凝視したくなる欲望を抑え、根本と柳田がプラットフォームの大枠について話すのに耳を傾けた。そして果穂も資料を元に、ようやく黒澤から合格をもらえた設計概要を説明する。






「課金というスタイルに加え、最初から容量やサービスの違うプランをいくつか用意し、企業の実態に合わせて選んでもらうスタイルを取りたいと考えています。プランの内容ですが、大まかにデザインを重視したいか、パフォーマンスを優先するかというものです。この場合メンテナンスのサービスを――」






　入社して三年目、こんなに大きな仕事に携わるのは初めてで、やり甲斐とともに責任の大きさも感じている。






　顧客やユーザーに寄り添ったアプリを目指し、いくつも立案し、何度もリテイクを重ねてようやく方向性が固まったが、重要なのはここから。






　これまでのノウハウを活かしながら、果穂たちプロダクトチームが立案した概要設計を元に各チームが連携し、新しいＫＩＣＫのサービスを作り上げていくのだ。






　ミーティングに参加している二十人あまりのメンバーはもちろん、黒澤からもじっとこちらを見つめている視線を感じる。






　プロジェクトの基盤ともなる仕事をしている実感が今更ながらに湧いてきて、説明する声が震えそうになり、果穂は必死にお腹に力を入れた。






（大丈夫。あれだけドＳな鬼に何度もリテイク食らって練り上げたんだもん）






　恋人になったとはいえ、彼は仕事中に甘さを見せることはなく、これまでと同様に厳しく指導してくれた。






　果穂にとって尊敬する上司であり、目標としている黒澤の厳しさは、自分をひとりのエンジニアとして認めて接してくれている気がして、とても嬉しい。






　こちらを見つめる黒澤の眼差しは厳しさの中に見守るような温かさを感じさせ、果穂は背筋を伸ばして自信を持ってプレゼンを進めた。






　その後、他のチームから質問を受けたり提案をもらったりと議論は白熱し、さらなる課題が見えたところで約一時間半に及ぶミーティングが終了した。






「お疲れ様でした」






　口々に言い合いながら皆が会議室を出ていく中、果穂は黒澤に呼び止められた。






「落合は残って。ちょっと確認がしたい」

「はい」






　会議で出た課題点の修正の仕方についてだろうか。他の社員を全員見送ったところで黒澤に視線を移すと、彼は椅子から立ち上がって果穂のすぐそばまで来ている。






「黒澤さん？」






　パタンと焦げ茶色の重厚な扉が閉まった瞬間、抱き寄せられ、彼の手が太ももを撫で上げてきた。






「ちょ、ちょっと……！　ダメですっ」






　果穂は驚きに目を丸くする。職場では一定の距離を保っていたため、こんなふうに人目を忍んでイチャついたことなど一度もない。






　（正直に言えば、実は少しだけ憧れてたけど……）






　せっかく同じ職場なのだ。漫画や小説のように、書類に『◯◯に十八時』と書いた付箋を貼って渡したり、休憩時間に資料室で逢引きしたり、オフィスラブの醍醐味を味わってみたかった。






　けれど常に忙しい開発部にそんな暇はなく、仕事の鬼と呼ばれる彼ならなおのこと、職場では節度を持った行動を心掛けているのだと思っていた。






　付き合って二ヶ月以上が経つが、きっと由香と満以外は誰も果穂と黒澤が親密な関係だと気付いてはいないだろう。






　そんな黒澤らしからぬ行動に慌てた果穂は、腕を突っ張って距離を取ろうとする。






「ダメ？　ほんとに？」

「ダメに決まってます！　会社ですよ」

「そんなこと言って。俺のスーツ姿見て発情してたくせに」






　クイッと指で顎を掬すくい上げ、至近距離で瞳を覗かれた。






　ぶわっと音がするほど一気に顔に血が上り、耳まで真っ赤に染まったのが自分でもわかる。






「な……っ」






　果穂が絶句していると、黒澤の長い指がシュルっと音を立ててネクタイを緩めた。






「なにを想像した？　ここで抱かれること？　それとも……コレで縛られたい？」






　会議前に想像していた光景が目の前で繰り広げられる。






　その姿は頭の中で思い描いていた以上に官能的に映り、果穂は思わずこくりと喉を鳴らした。






「やっぱりネクタイか。あれだけ熱烈な視線を浴びれば、まぁ想像はつくけど」






　耳元でクスッと笑われ、その低く甘い声音がお腹の奥に響く。






　恋人とはいえ、大事な会議の場で上司をいやらしい目で見ていた自分を見透かされている。それが身悶えるほど恥ずかしいのに、否定もできずに食い入るように黒澤を見つめてしまう。






（うぅ……ドキドキしすぎて心臓が痛い……）






　滴るような色気を湛えた彼と吐息が触れ合う距離で見つめ合えば、縫い留められたように目が離せない。






　先程よりもさらに詳細にネクタイでアレコレされる妄想が脳裏を駆け巡り、脚の間がじわりと湿り気を帯びる。






（やだ、私……）






　身体の変化を自覚し、果穂は戸惑いと羞恥を覚えた。






　黒澤の視線と自らの妄想だけで官能が煽られ、勝手に瞳は潤みだし、下腹部がズクンと重くなる。






　それを悟られまいと咄嗟に目を瞑り、果穂はふるふると小さく首を横に振った。






　黒澤はそんな果穂の様子を目を細めて楽しそうに観察しながら、身体を密着させてスカート越しにお尻をもぎゅっと揉んできた。






「あっ、だから、ダメって……」

「嘘。本当はこの格好の俺に好きにされたいんだろ？　もしかして、想像だけで濡れてる？」






　彼の不埒な手がスカートの裾を捲り上げ、ストッキング越しに熱く潤むそこに指を這わせる。






「あ、やっ、ダメッ！」

「やっぱり湿ってる。やらしいな、果穂は」






　中指を何度も割れ目をなぞるように動かされ、痴態をなじるように笑われる。その声と指の動きにまた感じてしまい、蜜が溢れてくる。






「んっ、んん……っ！」






　ここは会社の会議室で、今はまだ勤務時間だ。フロアには外部の人間が訪れる受付や役員室があり、人の出入りも少なくない。






　そんな場所で淫らな声を上げるわけにはいかないと、果穂は自分の親指の付け根を噛んで声を堪える。






　社内で多少恋人らしいやり取りをするのに憧れはしても、さすがにこれ以上はマズイ。






　そう考えた果穂は力の入らない腕で距離を取ろうとするが、健気な努力を台無しにするように、黒澤は嬉々として果穂を追い詰めていった。






　手のひら全体で脚の間を揉み、指の腹で蜜の源泉を探すように撫で擦られ、期待にぷくっと膨れた花芯を爪でカリカリと引っ掻かれると、より一層愛液が滲み出す。






「ん、ぁ、んん……っ」

「ダメって言うわりに、腰が揺れてるぞ」






　耳元で果穂を詰る言葉を吐きながら、両手は下肢を余すところなくまさぐり、快感の熾火おきびを灯す。






「声を噛み殺してるの、すげぇそそる」

「ん、やぁ……」

「誰かに聞かれるかもって想像して、余計に感じてる？」

「ふぁっ、ちが……」

「ほんと、やらしい」






　果穂が自らの性癖を告白して以来、黒澤はこうして言葉で責めてくるようになった。






　彼の自宅で抱かれる時も、乱れる果穂を目を細め、口の端を上げてじっと見つめて観察し、その様子をまるで実況するように口にする。






『あぁ、溢れてきた。ひくひくして、早く俺がほしいって泣いてるみたいだ』

『すごい締めつけ。気持ちいい？　めちゃくちゃ中がうねってる。ここも引っ掻いてやろうか。こっちとどっちがいい？』






　恥ずかしいのに胸が痛いほどキュンと鳴り、身体も思考もドロドロに溶けてしまう。






　ギリギリまで焦らされたり、許しを乞うても何度も連続してイかされたり、ずっと憧れていた理想通りのセックスをしてくれる。






　果穂に合わせてドＳを演じてくれているのだろうかと心配になるほど性癖に刺さる意地悪ぶりに、『あの……もし嫌だったりしたら、我慢しないで言ってくださいね？』と聞いたことがある。






　すると『俺は好きな子は泣かせていじめたいタイプだよ。もちろん果穂限定だけど』とドＳ極まりない模範解答のような答えが返ってきた。






　どれだけ意地悪に責められてもドキドキして昂ぶってしまうのは、やはりそこに果穂に対する愛情がきちんと感じられるからだ。






　黒澤の目に侮蔑的な色はなく、果穂と同じかそれ以上に情欲が迸っている。






「あーあ。もうこれ穿いて帰れないだろ。どんどん溢れてきて、俺の指まで濡れてきた」

「や、やだ……っ」

「真剣に話し合った会議室でこんなに濡らして。悪い子だ」






　黒澤のイタズラのせいだと言い返したくても、身体も気分も高揚していて、口から漏れ出るのは押し殺した甘い吐息だけ。就業中にこんなことをしてはダメだという背徳感すら、快感のスパイスになっている。






　形だけの抵抗など彼にはお見通しで、ドキドキしながらも拒めない果穂を口の端を上げてからかう。






「好きだもんな、こうやっていじめられるの」






　否定などできない。現に果穂は今、ありえないほど興奮してしまっている。






「あぁ……っ」






　会社でこんな不埒な真似をしてはいけないという理性的な自分は、誰が入ってくるかわからない会議室でドＳな上司兼恋人にいやらしく蹂躙されているというシチュエーションにあっけなく屈服した。






（このまま、キスしてイかせてほしい……）






　与えられた快感は今にも弾けてしまいそうで、下着の中はドロドロに蕩けている。






　触れられていない内壁が刺激を欲してきゅうきゅうと蠢き、そのたびに膝を擦り合わせて耐えるしかない。






（もう無理、早く……っ）






　恥ずかしいけど気持ちいい。気持ちいいのに苦しい。果穂は早く楽にしてほしいと、ねだるような瞳で黒澤を見上げた。






　その涙に濡れた瞳がどれだけ黒澤の劣情と嗜虐心を煽るかなど、想像もしていない。






「いいな、その顔。心底ゾクゾクする」






　黒澤が舌なめずりをする。その表情は獣が捕獲した獲物に食らいつく寸前のそれで、果穂は恍惚の表情でその時を待った。






　しかし与えられたのは貪るように激しい口づけではなく頬への軽いキスのみで、いやらしく愛撫を施していた指先もスッと引いていく。






「ぁ、えっ？　黒澤さん……？」






　あともう少しで達しそうだったのに、すんでのところで極上の愉悦を取り上げられ、不満と未練の混じった吐息が漏れた。






「このあと、ちょっと柿澤さんと客先に行ってくる。さっきの修正する部分、できたら共有フォルダに入れておいて。見たらコメント残すようにする」






　唐突に仕事の話を振られ、果穂は肩で息をしながらぽかんと黒澤を見上げた。






　そんなリアクションを見て満足気に目を細めた黒澤が、果穂の乱れた服を直していく。






「さすがに会社でイくわけにはいかないだろ？　だから、おあずけ。いい子で〝待て〟が出来たら、帰ってからご褒美な」

「ま、待てって……。もうっ、黒澤さんっ！」






　黒澤の言動と表情で、わざと高みに上る寸前で焦らされているのだと気付いた。それを彼がとても楽しんでいるということも。






「ひどいっ、もう、こんな……」

「待ちきれないからって、ひとりでスるのは禁止な」

「なっ……しませんよ！」

「出先から直帰だから。俺の部屋で待ってて」






　顔を真っ赤にして潤んだ瞳で睨む果穂に対し、黒澤はまったく悪びれずに笑う。きっと、このやり取りすら果穂が快感を得ているとわかっているのだ。






「さすがにそんな顔で出たら、男とすれ違うたびに襲われる。このまま昼休憩に入ればいいから、落ち着いたら戻れよ」






　黒澤はそう言って果穂の頭を撫でると、意地悪な笑みを残して会議室を出ていった。









「だから、わかりやすいのよ」






　黒澤が退室して十五分ほど、会議室でひとり何度も深呼吸を繰り返し、コンビニでランチを買うついでに下着も一緒に購入してから会社に戻った。






　昼休憩は外で食べる社員が大半で、フロアに残っているのは今週電話当番の由香を含めた数人のみ。






　トイレに寄り、やっと落ち着いて座れると自席でサンドイッチを取り出したところで、カラカラとキャスターの音を立てて椅子ごと近寄ってきた由香が呆れた顔をしている。






「わかりやすいって、なにが？」

「トイレ行って鏡見なかったの？　ミーティング後にふたりで残ってナニしてたのかしら？」

「な、なにって……別に、なにもっ」






　勘のいい友人にニヤニヤと詰め寄られ、果穂はバカ正直にほんの数十分前の出来事を思い出し、頬を赤く染めて慌ててしまう。






　黒澤にプンプン怒ってみせたものの、あんなふうに社内でイタズラされたのは初めてで、形ばかりの抵抗を見せながらも果穂だって胸を高鳴らせていた。






　時間を掛けて気持ちも身体も落ち着けたつもりだったが、由香に見透かされているらしい。






「いいわよ、その反応で大体わかったから。ここじゃ話せないくらいのことみたいだし、飲みながらゆっくり聞かせてもらうわ。あのあとどうなったのか、私もミツも気になってたのよ」






　居酒屋で同期のふたりに赤裸々な相談をして約一ヶ月。






　仕事が立て込み、あれ以来なかなか帰りに飲みに行く機会を持てず、なんの報告もできないままになっていた。






「あ、でも今日は……えっと」

「はいはい、ドＳな彼の家で会議室の続きをしてもらうのよね」

「ゆ、由香！」

「でも黒澤さん、さっきＣＥＯと出ていったでしょ？　遅くまでかかりそうだって話だし、それまでは私たちに付き合ってもらうわよ」






　結局由香に押し切られ、仕事を定時で終えた果穂は、いつもの三人でおなじみの居酒屋へと移動した。






　事前に黒澤に帰宅は何時頃かとメッセージで尋ねると【悪い、予定が押して二十一時を回りそうだ】とのこと。






　その時間には帰るので同期と飲みに行ってくると送ったが、いまだに既読はついていない。客先に出向いているので、スマホを見るタイミングがないのだろう。果穂は八時半にアラームを掛け、スマホをバッグに仕舞った。






「で？　その様子だとうまくいったんでしょ？」

「もったいぶらずに話してよね」






　果穂の表情から悩みが解決しているのだと悟った由香と満は、それぞれアルコール片手に話を聞き出そうと捲し立ててくる。






　いつもならアイドリングトークに仕事の近況などを挟むが、その時間すら惜しいらしい。






「この前のアドバイスを実践したの？」

「うん、してみたんだけど……」






　アドバイス通りにしてみたが黒澤の優しさに空回りしたこと、もう高望みするのはやめようと一度は諦めたこと、その後たまたまトラウマの元彼に会ったことまでをかいつまんで話すと、ふたりは同じように眉間に皺を寄せた。






「人の元彼を悪く言いたくないけど、最低のクズね」

「ホント。俺の元彼と一緒に地獄に落ちればいいのに」

「黒澤さんが助けてくれてよかったわ。それで？　そのあとは？」

「それで……その、前に由香が言った通りになったっていうか……」






　あの日のことは今でも鮮明に思い出せる。






　軽蔑され、別れを告げられる覚悟で打ち明けた悩みを受け止めてくれただけでなく、文哉を忘れさせると嫉妬めいた宣言をして、意地悪に甘く激しく抱いてくれたのだ。






「え？　私が言ったって……あぁ、王道の！　嫉妬してめちゃくちゃにされちゃったパターン？」

「えー！　詳しく聞きたい！」






　早速聞き出す気満々のふたりに苦笑する果穂だが、相談した手前、話したくないと突っぱねるわけにもいかない。






　それに、ずっと抱えていた悩みが解決し、ようやく大手を振って惚気けられるのだ。聞かれずとも話したいというのが本心だった。






「黒澤さんのマンションに帰って、もう全部打ち明けちゃえって思って話したら、そのままお風呂場に連れて行かれて……」

「ドＳに抱かれたんだ？」

「しょ、詳細は省くけどっ！　うん……ドＳだった」

「きゃー！」

「激しいの？　それともねちっこい感じ？」

「だから言えないよ、そんなのっ」






　最初は満のあけすけな質問に答えなかった果穂だが、恥ずかしさや照れくささを誤魔化すようにグラスに手が伸びる。いつもより速いペースで酒が進んだせいでふたりのハイテンションにつられ、徐々に聞かれたことに対し素直に答えていった。






「で？　そのあとどうしたの？」

「元彼を忘れさせてやるって、最初は、すっごい焦らされて……」






　気心の知れた同期しかいない席に気が緩み、酒豪の満と由香に促されるまま同じペースでグラスを呷る。じわじわとアルコールが身体中を巡っているのがわかり、次第に呂律もあやしくなっていく。






　店に入って一時間が経過した頃には、果穂は黒澤のセックスについて、自分からぺらぺらと饒舌に語っていた。






「それれね、黒澤さん、めーっちゃくちゃいじわるなの」

「はいはい、もう何回も聞いたわ。それにキュンとしちゃうんでしょ？」

「そうっ！　そうなの！　かっこいいの！　もー大好きっ」






　黒澤のことをたくさん話したせいで、無性に彼に会いたくなった。無意識にはぁっと吐き出した吐息は切なげに濡れていて、瞳はとろんと潤んでいる。






　多少酔ってテンションが上っているが、まだ頭は働いている。果穂自身はそう思っているが、実際は完全な酔っぱらいだ。






「あー、飲ませすぎた？」

「そうね、潰れる一歩手前かも。そろそろ帰さないといけない時間なのに」

「これ、俺ら鬼にシバかれそうじゃない？」






　果穂の様子を見て呆れ顔のふたりが話しているのをぼーっと見つめていると、バッグの中のスマホからアラームの音が鳴ったのと同時に、「果穂」と呼ぶ声がした。






　会いたいと願っていたせいで、幻聴が聞こえたのかと思った。声が聞こえた気がする方へ視線を向けると、そこには本物の黒澤が立っている。






「あれぇ？　黒澤さんがいる。なんれ？」

「思ったより早く終わったから迎えに行っていいかってメッセージ送ったんだけど、既読つかないから勝手に来た」

「えー、すみません、見てないれす。あ、なんか鳴ってる。いま何時れすか？」

「八時半だ。アラーム掛けてたか？」

「そう、絶対この時間には帰らなきゃって。だって〝いい子で待て〟してないといけないから」










＊　＊　＊








　へにゃりと笑う果穂を見て、黒澤は「あーあ、かなり出来上がってんな」と苦笑しながら小上がりになっている半個室の座敷に上がり、彼女のバッグからスマホを取り出してアラームを解除した。






「お疲れ様です」






　一緒にいた由香と満はふたりとも果穂の同期で、よく三人で飲みに行く仲なのだと聞いている。






「あぁ、お疲れ。悪いな、同期で飲んでるところに」

「いえ、こっちこそすみません。ここまで酔わせる気はなかったんですけど」






　満が肩を竦めてそう言うと、由香が「黒澤さんとの惚気を聞き出そうとしたら、いつの間にか」と付け足した。






「惚気？」

「果穂が色々悩んでたの知ってたんで。うまくいってるって報告を聞きたかったんです。内容的に多少飲まないと話せないかなって思ってましたけど、珍しく私たちと同じペースでグイグイ飲んじゃって」

「あーなるほど」






　果穂は自分の性癖を黒澤に明かせないことについて、このふたりに相談していたらしい。






　同性の由香に話すのは理解できる。しかし仲がいいとはいえ、入社してから知り合った異性に、性的な相談事をできるものだろうか。






（もしかして、あのクズ男のことも知ってるのか？　篠田はともかく木下にも話してたなんて、随分信頼してるんだな）






　果穂が満とどうにかなるとは思っていないし、黒澤自身も男女の友情は成立しないと言い切るタイプではないが、多少の嫉妬心が芽生えた。






　上司のプライドで黒く渦巻いた感情を押し隠し、果穂に視線を移す。真っ赤に染まった頬とうるんだ瞳を見れば、彼女が許容量を超えて酒を飲んだのは明らかだ。






「周りにつられて飲むタイプか。ったく、飲みすぎるなって言ってるだろ」






　果穂が酔っ払ったところを攻めて付き合い始めた黒澤が言えたことではないが、だからこそ心配なのだ。






　普段はしっかりしている果穂だが、アルコールの許容量を超えると途端に無防備で甘えたふうになり、そのギャップにやられる男は多いに違いない。






　現に今もおでこをツンと小突いただけで、彼女は楽しそうにふわふわ笑っている。






　グラスの水を飲ませながら、どうお仕置きしてやろうかと考えを巡らせた。






「さすがに毎回こんなに酔ってるわけじゃないですよ？　だから飲み会禁止とか言い出さないでくださいね」

「そんなに心狭くねぇよ。まぁ、多少本人に飲みすぎるとどうなるかわからせはするけどな」

「わぁー……よくその感じを三ヶ月も隠してましたね」






　黒い笑みで帰宅後のお仕置きについてほのめかすと、由香は苦笑しながら果穂に同情の眼差しを向ける。






　しかし当の本人には聞こえていないのか、グラスを置いてにこにこ笑っている。






「こいつだっていい大人なんだから自己責任だ。心配しなくても一緒に飲んでた相手をシバいたりしないよ」

「あ、聞こえてました？」






　満がバツが悪そうに苦笑する。鬼だなんだと言われるのは慣れているし、そんなことで腹を立てたりはしない。






「しっかりな。で？　その鬼との惚気は聞けたか？」






　笑って聞き返すと、満は無礼講だと感じ取ったのか同じく笑って答えた。






「かなり詳細に話してくれましたよ。クズ男を追い払ったとか、落合の悩みの種を受け止めてくれたとか。俺が言うのもおかしいですけど、なんか安心しました」

「……随分果穂を心配してくれてたんだな」

「あ、変に誤解しないでくださいね？　俺、落合に限らず、そういう意味で女に興味ないんで」






　一瞬、満の言う意味を理解しかねたが、すぐに黒澤の心中を察してプライベートなことをカミングアウトしてくれたのだと気付いた。






「悪い、そういう意味じゃなかったんだが。言いにくいこと言わせたな」

「いえ。ふたりはもちろん知ってるし、黒澤さんにも知っておいてもらった方が今後も飲みに誘いやすいですし。今日はそっちの話かなり色々聞いちゃったんで、これで俺は手打ちにしてください」






　満はそう言って笑うが、仲のいい同期の恋人とはいえ、大して親しくもない会社の上司に話すにはセンシティブな内容だ。






　自分の隠しきれない嫉妬心で部下に気を遣わせてしまったともう一度謝ると、まったく気にしていないと首を振った。






「本人には言ったことないですけど、俺、落合に救われたと思ってて。八つ当たりみたいにしてカミングアウトした俺に偏見持たずにこうやって同期として接してくれたから、今こうやって笑ってられてるんです」

「そうか」

「あ、なんかいい話風にしてますけど、ふたりしてドＳ男子が好きで性癖だって会社で喋っただけですよ」

「ちょ……篠田、お前台無し……」






　口を挟んだ由香を見て、満が大袈裟に天を仰ぐ。






　隣の果穂はふたりのやり取りを見て楽しそうに笑っている。きっといつもの光景なのだろう。彼女が周囲の人間に恵まれているのがわかり、人となりゆえだろうと嬉しく感じた。






「にしても、果穂はそんなに色々喋ったのか」






　女子会などで語られる下ネタは、男性同士のそれよりも生々しくえげつないと聞いたことがある。






　黒澤が少し気になって聞いてみると、由香がしたり顔で答えた。






「ほとんど『黒澤さんがドＳでカッコいいの！』しか言ってませんよ。多少放送禁止用語が混じった話も聞き出しましたけど」

「ほんと、黒澤さんがイジワルでカッコよくて大好きだって、耳にタコができるほど何度も聞かされました」

「あとはまぁ、直近だと今日の会議室でのこととか？」






　黒澤は一瞬驚いた顔をした後、口の端を上げて目を細めた。






「なんでも筒抜けだな」

「今日のことに関しては聞き出したわけじゃないですよ、果穂がわかりやすすぎるんです。昼休みで人が少なかったし、私以外は気付いてないと思いますけど、社内はオススメしません」






　たしかに、昼間のことはやり過ぎたと反省している。






　スーツ姿の黒澤が会議室に入った瞬間に果穂が見せた物欲しそうな顔や、緊張しながらもプレゼンをするいじらしい姿を見て、職場にもかかわらず箍たががはずれかけてしまった。






　おあずけと言って果穂から離れなくては、あのまま会議室で抱いてしまいそうなほど、黒澤自身も高揚していたのだ。






　鍵も掛けずにいたのだと後になって気付き、自分の見境のなさに呆れてしまった。






　あんな場面を職場の人間に見られれば、彼女がどれだけ嫌な思いをすることになるか、少し考えればわかるはずなのに。






「本人がいいなら口は出しませんけど、もしも果穂を傷つけることがあれば、ＣＴＯだろうと許しませんから」

「もちろん、俺もです」






　ふたり分の真っすぐな眼差しを受け、黒澤もそれに向き直る。






　果穂もそうだが、上司であり鬼と揶揄される黒澤に対し、こうして萎縮せずに話せる人間はとても好ましい。






（いい同期に恵まれてるんだな）






　そんな人間が果穂のそばにいてくれることも、会社の部下にいることも、とても幸運だと思う。






「肝に銘じておくよ」






　黒澤はふたりを安心させるように大きく頷くと、三人分の会計を済ませて店員にタクシーの手配を頼んだ。










＊　＊　＊








「ん……、くすぐったい……」






　首や鎖骨を撫でられているような感覚に目が覚めた。






　横たわっているのはおそらくベッドだろうことはわかるが、今何時で、どうやって帰ってきたのか、ここがどこなのかすらわからない。






　会社帰りに由香と満と飲みに行き、照れくささからふたりにつられて大量のアルコールを摂取してしまったのは覚えている。






　促されるまま黒澤とのことを話し、そうしていると会いたくなって、確かそこに……。






（そうだ、黒澤さんが迎えに来てくれたんだ。やだ、私寝ちゃって……）






　ぼんやりと考えを巡らせていると、ふと違和感に気が付いた。






（あれ、私……服着てない？）






　背中や脚に当たるシーツの感覚から、おそらく下着一枚しか身に着けていないと思われる。






　唐突に意識が覚醒し、ハッとして身体を起こそうとした時、果穂はさらに異変に気付く。






（なにも見えない。それに、腕が……）






　目を開けているはずなのに視界は真っ暗で、なにか布のようなもので目隠しをされている。それだけではなく、両手首は頭の上で拘束され、引っ張っても腕を下ろせず起き上がることができない。






　カシャン、と硬質な音が鳴り、果穂は恐怖に息を詰めた。






「目、覚めた？」






　突然声を掛けられ肩が竦んだが、聞き覚えのある声に多少安堵する。






「黒澤、さん……？」






　声はたしかに黒澤だと思うが、見えないので確証は持てず不安が大きい。






　果穂が恐る恐る声を掛けると「体調は？　気持ち悪くないか？」と問われた。その優しさに、心細さが少しだけ萎んでいく。






「大丈夫です、頭痛もないし。あの、でも、これは……？」

「果穂の希望に応えてやろうと思って」

「希望？」

「ネクタイ」






　そう言いながら、目元をツンツンとつつかれた。どうやら目隠しに使われているのは、ミーティングで果穂のテンションを上げたストライプのネクタイらしい。






　けれど手首を拘束しているのは明らかに布ではない。おそらく手錠だと思われる。重くもなく、手首に触れる輪っかの部分はモコモコしているため、果穂の肌を傷付けないようにと彼が用意したのだろう。






「どう？　大好きなネクタイで目隠しされて、手錠で拘束された気分は」






　耳元で囁かれる低音ボイスに、ビクンと肩が揺れた。見えないからこそ、ちょっとした刺激に敏感になる。






　緊張と期待で「は……っ」と吐息が漏れ、自分の呼吸音だけが暗闇に響いている。






「いい子で待てができたらご褒美に会議室の続きをしてやるって言ったはずなんだけど。メッセージに返信もしないで居酒屋で酔っ払ってるなんてな」

「あ、ごめんなさ……」

「飲みに行くなとは言わないが、酔って正体をなくすとどうなるか、果穂はもう少し理解しておかないとな」






　ゾクリとするほど低音の声音だけでは、黒澤が怒っているのか呆れているのかわからない。






　ちゃんと彼が帰ってくる前に部屋で待っているつもりだったし、こんなふうに酔っ払って寝るつもりなんてなかったのに。






　申し訳ないと思う気持ちと同時に、この状況に陥っている現実に高揚している。






（だってこんな目隠しと手錠って……お仕置きの王道シチュエーション……）






　果穂は視界と両手の自由を奪われているため、自分からアクションを起こせない。






　荒く速まる呼吸を隠そうと唇を引き結び、これから黒澤がなにをしようとしているのか感覚を研ぎ澄ませて待っていると、突然首筋にぬるりとした感触とチクッとした痛みを感じた。






「ん、ぁっ！」






　首に噛みつくように口付け、跡をつけられているのだと認識はしても、その様子が見えないといつもより何倍も感覚が鋭敏になっていく。






　素肌の胸元が黒澤の眼前に晒されていると思うと恥ずかしくて隠したいのに、腕を引くと同時に手錠がカチャリと音を立てる。






　その無機質な音によって拘束されているのだと思い知らされゾクゾクした。






「果穂はいつもすぐ隠したがるから。これだと全部見られていいな」

「あ、あんまり見ないでください……」






　見えないけれど、じっと熱い眼差しが注がれている気がする。






「なんで？」

「なんでって、恥ずかしいから……」

「恥ずかしいのが好きなくせに。期待して、触ってほしそうに勃ってる。ほら」

「あぁんっ！」






　指先で胸の先端をピンと弾かれ、悲鳴のような甲高い声が出た。






「ふたりに俺とのことを話したんだろ？　どんな話をしたんだ？」

「え？　えっと……」






　腹部をねっとりと舌が這い回り、移動するごとにチュッと吸い上げられ、そのたびに小さく喘いでしまう。






　大きな手のひらで胸全体を揉みしだかれ、人差し指で先端を押し潰すように弄られる。






　手は拘束され、黒澤が上から覆いかぶさっているせいで脚も大きく動かすことはできず、快感を逃す術がない。






「俺にこうやって虐められてるって話してきたの？」

「あ、相談、して、たから……」






　自分の性癖についてや、黒澤からドＳに責めてもらうにはどうしたらいいかなど、かなり踏み込んだ相談をしていた自覚はある。






　果穂にとってふたりは同僚兼友人だが、黒澤にとっては上司と部下にあたる間柄。見ず知らずの友人に話されるよりも顔見知りな分、嫌な気分になったのかもしれない。






「ごめんなさい、嫌でしたか……？」

「いや。ただ、ふたりに相談する前に俺に話してほしかったと思っただけだ。まさか篠田だけじゃなく、木下ともセックス談義してるとは思わなかったからな」

「セッ……いや、談義って……そりゃ多少話してますけど。黒澤さんに嫌われたくなくて言えなかったから、それで……」

「わかってる。ただの嫉妬だ」






　ストレートに嫉妬していると告げられ、果穂は素直に嬉しく感じた。元彼とのいざこざの時も思ったが、嫉妬心や独占欲を見せつけられると、自分が彼の所有物になった気がして気分が高揚する。






　しかし嫉妬するのは苦しさを伴う。






　果穂は満にとって自分が恋愛や性的対象にならないとわかっているが、黒澤はそうではない。






　同期とはいえ男性である満にセックスについて悩みを相談していたなんて、たしかに自分に置き換えると嫌な気分になるかもしれない。






「ミツとは本当にただの友達です」






　満の恋愛対象が男性であることを果穂が勝手に話すわけにはいかず、そう言うしかできなかったが、黒澤は「それもわかってる」と頷いた。






「さっき、木下本人から聞いた」

「ミツが……。え、じゃあ、なんでこんな」

「いつも言ってるだろ、飲みすぎるなって。果穂は酒が一定量超えると、途端にガードが緩くなる。それで今日だって色々話してきたんだろうし、そもそも俺に捕まったのだって酔ってたのが発端だったろ？」






　付き合いだしたきっかけのことを言われているのだとわかり、果穂は口を尖らせる。






「捕まったって……。私は、ちゃんと黒澤さんが好きだったから」






　アルコールが入っていたとはいえ、好きでもない人にご褒美がほしいなんて言ったりしない。






「俺としてはラッキーだったけど、酔ってふにゃふにゃになった果穂を持ち帰って裸に剥くなんて簡単なんだ。それを自覚してもらわないと」






　黒澤は両手で果穂の胸を中央に寄せると、散々弄られて色づいた蕾を交互に舐めしゃぶる。






「やぁぁ……っん！　あ、はぁ……っ」

「こうやって虐められるのが好き？　俺が迎えに行ってなければ、帰り道でどんな男に持ち帰られてたかわかんないだろ。他の男にこんなことさせるのか？」

「んぁっ、や……っ、そんなの、させない……」

「飲み過ぎたらどうなるか、身体で覚えておけ。そうだな、今日はここだけでイケるまで躾けてやろうか」






　片方は人差し指と親指でコリコリと扱かれ、もう片方は痛いほど強く吸い上げられたかと思うと、舌の先端で唾液を塗りつけるように舐められた。






　躾という言葉通り、果穂の身体は黒澤の指技通りに反応を返す。きゅっと摘まれれば甘く鳴き、痛みを伴うほど歯で噛まれれば腰を跳ねさせ、焦らすように乳輪だけを舐めれば誘うように淫らに身体をくねらせる。






　あまりの気持ちよさに首が仰け反り、腰がじんと甘く痺れ、下肢が快感を欲しがって涎を垂らしていた。






　けれど黒澤が言う胸だけの刺激だけで達するなんて、とてもできそうにない。






「あぁ……っ、こんな、無理……っ」

「そうか？　果穂ならイケそうだけど。ほら、もうこんなにビショビショだ」






　黒澤の右手が脇腹をなぞりながら下へ下りていき、下着をずらすと蜜に溢れた花弁をぬるぬると指を滑らせる。






「ひぁ……っ」

「見えないと感度が上がるのか。いつもよりすごいな」

「やぁ、あ、だって……」

「躾のつもりだったけど、果穂にはご褒美になってるな。ネクタイと手錠に興奮してる？　それとも、昼間のアレからずっと濡らしてた？」

「ちが……っ」






　意地悪な質問を咄嗟に否定するものの、由香にすぐにバレてしまったくらいには、あれからずっと身体が火照ったままだ。






　そこに真っ赤に熟れるほど胸を弄られ続け、一番敏感な部分を柔らかく撫でられれば、今すぐにでも達してしまいそうなほど昂ぶってしまう。






　黒澤は果穂が唯一身につけていた下着も取り去り、膝をグッと割り開く。Ｍ字に開かされた脚の間に彼が陣取っていて、一糸まとわぬ姿を、太ももに熱い吐息がかかるほどの距離で見られているのを感じた。






「あ……っ」






　自分がどれほどいやらしい格好をしているのか想像するだけで頭が沸騰しそうなほどの羞恥に襲われ、それが興奮材料になっている自分の淫らさに涙が込み上げてくる。






「今頃、篠田と木下は、果穂がこうやって俺にお仕置きされてるって想像してるかもな」

「やっ、そんなこと言わないで……」






　涙声で訴えたところで、陰唇から蜜があふれているのを間近で見られているのだ。身体が悦んでいるのは丸わかりだった。






「は……っ、ほんとイジメられ体質だな。もっと溢れてきた」






　黒澤の声もどこか興奮気味に聞こえ、否が応でも快感が増幅していく。






　彼の中指が掬い取るように秘裂を撫で、花芯にまぶすようにくりくりと小さな円を描く。






　じわじわと与えられる愉悦が思考を痺れさせ、果穂は〝イキたい〟という欲求に逆らえなくなっていた。






（もっと強くしてくれたら、すぐにでもイけるのに……）






　より強大な快楽を得ようと腰を揺らすが、望む高みにはあと一歩届かない。






「ん、んっ、あぁ……」

「あー、ほんと敏感で可愛い。躾のつもりが、俺の方が我慢できなくなりそうだ。ここはあとで思いっきり可愛がってやるから、今はこっちな」






　下肢から手が離れ、再び胸の先を摘まれる。






「やぁっ！　も、それ、無理です……っ」






　指の腹で硬く凝った蕾を引っ張られ、爪で先端をくじるように弄られた。






　目隠しで見えない分、黒澤の指が次にどこにくるのかわからなくて落ち着かず、新たな刺激を与えられるたびに背中が仰け反り、手錠がガチャガチャと音を立てる。






　快感により溢れ出た涙はすべてネクタイが吸い取り、興奮と羞恥で熱くなっているのに、目元だけが冷たく感じた。






　無理だと首を横に振って必死に訴えたが、黒澤が胸を責めるのをやめる気配はない。






　指で弾かれ、乳嘴に舌を絡めながら歯を立てられていると、信じられないことに身体の奥が疼くように収縮を繰り返し始めた。






（あ、なんか、ほんとに……）






　あり得ないと思っていたのに、自分の身体の変化に驚いていると、果穂の反応に気付いた黒澤が「やっぱり、素質あるな」と目眩がするほど甘く低い声で笑った。






「ドＭだな。少し痛い方がいい？」

「あ、あぁ……っ、だめ、だめ……」

「ダメじゃない。気持ちいい、だろ。ちゃんと言わないと」






　乳首をぎゅっと痛いほどに摘み上げられ、人差し指で何度も何度も引っ掻かれ、果穂はついにその時を迎えてしまう。






「あ、あ、だめ、きもちい、ほんとに、イッちゃうぅ……っ！」

「いいよ、ほら、イけよ」

「んぁぁ……っ！」






　か細い悲鳴を上げ、果穂は胸を突き出すようにして達した。






　いつもの弾けるような絶頂感ではなく、腰になにかが纏わりつくような間延びしたそれは、達したはずなのに物足りなさが残る。






「本当に胸だけでイッたな」

「黒澤さ……」

「エロくて可愛くて最高。めちゃくちゃに犯してやりたい」






　言うが早いか、黒澤の長い二本の指が濡れた花弁を掻き分け、つぷんと中に埋め込まれる。先程の絶頂で蕩けていたそこは、なんの引っ掛かりもなく指を迎え入れ、もっと奥へきてほしいとねだるように締めつける。






「あぁっ、待って、だめです、今まだ……」

「なにがダメだ、嘘つき。俺の指が動かないくらい、めちゃくちゃ食い締めてるくせに」






　蜜口をわざとくちゅくちゅと淫靡な音を立ててかき混ぜられ、奥がはしたなく蠢いているのが自分でもわかった。






　いたたまれなくて恥ずかしいのに、どうしようもなく気持ちいい。






「二本は余裕だな。真っ赤に熟れてひくついてる。三本目も入れてほしい？」

「あっ」

「目隠しされて、手錠で繋がれて、無理やり胸だけでイかされて。今も俺の指を三本も余裕で飲み込んでる。わかるか？　果穂の蜜が手首まで垂れてきた」

「だ、め……言わない、で……っ」

「言われたほうが感じるだろ？　ほら、ぐちゃぐちゃに掻き回してやる」






　手首を捻り、蜜壁を余すところなく指の腹で擦られ、中でバラバラに動かされる。背中から腰までビリビリと痺れるほどの快感は、あっという間に果穂を再び高みへ押し上げた。






「あっ、また……っんんっ！」

「果穂」






　立て続けの絶頂に胸を喘がせて呼吸を整えているところに、黒澤が唇を重ねてくる。






「ふぅ……んっ」






　わずかに開いていた隙間から舌を差し込まれ、果穂のそれを吸い出される。彼の口内に招かれた舌をねっとりと舐めしゃぶり、味わうように根本まで愛撫された。






　角度を変えるために一瞬唇が離れたが、またすぐに舌同士が絡み合い、唾液を交わらせる。今度は果穂の口内に舌を捩じ込まれ、頬の裏や歯列まで丹念に舐められていく。






　苦しくて仕方ないのに、彼の口づけからは溢れんばかりの愛情が感じられ、果穂はうっとりと陶酔しながら、抱きしめられないもどかしさに切なげな吐息を吐いた。






（黒澤さんのキス、好き……）






　視界を奪われようと、手首を縛められようと、意地悪で卑猥な言葉で詰なじられようと、黒澤から愛情を感じられるからこそ、果穂は心も身体も昂り、彼に堕ちていく。






「黒澤さん、お願い……」






　胸への愛撫と指だけでイかされ、それでは届かない奥処が、もっと硬くて太い彼自身で満たしてほしいと渇望している。






　ただでさえ、昼間からおあずけを食らっているのだ。早くその凶悪なものを捩じ込み、貫き、突き上げてほしい。






「お願い？」

「もう、ほしい……」






　手を伸ばして彼を引き寄せたくても、拘束されていてそれは叶わない。






　果穂は身を捩り、羞恥に耐えながら腰を上げてみせた。






「ヤバいな。その格好、めちゃくちゃそそる」

「早く……」

「いいよ。果穂の可愛いおねだりを聞いて、死ぬほどイかせてやる」






　不敵な宣言とともに太ももに黒澤の手が添えられた。広げた脚をさらに持ち上げられ、まるで赤ちゃんのオムツ替えのような体勢をとらされる。






「やっ、これ、やです……！」






　さすがに恥ずかしすぎる格好に抵抗すると、蜜部にぬるりとした感触が襲いかかった。






「ひっ、ああぁっん！」






　舐められている、と理解するより先に強烈な快感が身体を駆け抜け、果穂は甘ったるい声を上げる。






　がっしりと腰を抱かれ、柔らかく熱い舌に花芯をちろちろと舐められる。すぼめた舌が蜜口をつつき、そのままちゅぽちゅぽと抜き差しを始めた。






「いやぁ……っ、ちがう、黒澤さ、やだ、やだぁ……っ」






　激しく首を振り、手錠をガチャガチャと音を立てて抗議する果穂だが、黒澤は口淫をやめてくれない。それどころかわざと蜜をすするような音を立て、耳からも羞恥を注がれる。






　さらに黒澤の意地悪な指が淫芽を探すように横腹を這い、期待と恐怖に肌が粟立つ。






（だめ、これ以上されたら……おかしくなる……）






　這い回る手を止めたいのに果穂は手錠の鎖を鳴らすことしかできず、彼の指は腹部から脚の付け根を辿り、痛いほど充血したそれを探し当ててしまった。






「だめ、だ、めぇ……っ」






　淫孔を舌で犯しながら、親指でぬるつく花芯を転がされると、腰がガクガクと痙攣し、自らの意思では止められない嬌声が漏れる。






「んぁっ、ああぁっ！」






　尿意に似た感覚が襲い、果穂は必死に許しを乞う。






「や、おねがい、もう、ゆるして……っ」

「なんで？　気持ちよくない？　そんなわけないよな、こんなに溢れさせといて」

「だって、あ、だめ、なんか、でちゃう……っ」






　何度も首を横に振っていると、ふいにネクタイの縛めが緩んだのか、真っ暗だった視界にうっすらと見覚えのある部屋の天井が見えた。






　視線を下にずらすと、脚の間に顔を埋める黒澤の頭部がある。彼になにをされているのかわかっていたはずなのに、視覚で理解した途端、大きく腰が跳ね上がった。






「あぁんっ、やだ、あぁっ」






　内襞を舐められると、それに応えるようにじゅわっと愛液が溢れ出る。粗相をしてしまいそうな不安から腹部に力を込めたが、それが逆効果だった。






　中に埋められた舌や、花弁を食む唇、淫芽をくじる指のすべてをつぶさに感じてしまい、果穂は吹き飛ぶように絶頂の彼方に押し上げられた。






「ひっ、ん、やぁぁ……っ！」






　盛大に達し、淫窟からは愛蜜がぷしゃっと音を立てて吹き出した。






　黒澤が顔を上げると、その口元や頬からは果穂が迸らせた淫らな液体が滴っている。






（あ……私、いま……）






　弾けるような絶頂に放心しながら、びっしょりと濡れた黒澤の顔を見て、途方もない羞恥に言葉が出ない。






　そんな果穂を見た黒澤は「上手にイケたな」と意地の悪い笑顔で自身の唇を拭うと、ためらいもなくぺろりと舐めた。






「……っ！」

「あぁ、ネクタイ取れちゃったか」






　黒澤は緩んだネクタイを取り去ると、ベッドサイドに置いていた鍵で手首の手錠も外した。






「痛くないか？」

「ぜ、全然……。あの、もう外すんですか？」

「もっと縛られてたい？」






　クスッと笑われたが、ふるふると首を横に振る。






「黒澤さんに、ぎゅってしたい、です……」

「……っ、あーもう、可愛すぎだ」






　覆いかぶさってきた黒澤に抱きしめられ、果穂もその逞しい背中に腕を回す。






　一方的に責められる背徳的な前戯も興奮するが、その後にこうして愛情たっぷりに抱きしめられる瞬間がたまらなく好きだ。心も身体も満たされ、泣きたくなるほど幸せになる。






「黒澤さん、好きです」

「知ってる」

「好きです、大好きです」

「俺も」






　視線を合わせて微笑み合い、どちらからともなく唇を重ねる。






　そのまま蕩けた割れ目に熱い剛直が押し当てられ、一気に奥まで突き刺された。






「んんーっ！　はぁ……っ！」






　熱い肉杭が押し入ってくる感触に、果穂はたまらず背中を反らして喘ぐ。






　ひくつく蜜壺は待ち焦がれた雄を逃すまいとキツく引き絞り、彼の欲望の形がありありとわかった。






「……っく、すごいな。果穂の中、ドロドロなのにキツい」






　黒澤の切羽詰まった声に閉じていた目を開けると、ギラギラと欲望を滾らせた眼差しでこちらを見下ろしている。






　額には汗が滲み、眉間に皺を寄せる表情は目眩がするほどの色気を湛えていて、果穂はそれだけで下腹部がキュンと疼いた。






「は……っ、また締まった。今はなにに感じた？」

「あっ、黒澤さんが、じっと見てるから……」

「見られると感じるんだ？　ずっと逸らさずに見ててやるから、もっと感じて俺に溺れろ」






　ギチギチに締めつける蜜窟を抉じ開け、さらに奥に進もうとする屹立に最奥を穿たれる。






「ひっ、ああ……っ」






　媚肉を掻き分け、内壁を擦り、何度も抽挿を繰り返す。激しい水音と打擲音を響かせる黒澤は宣言通り視線を逸らさず、感じ入る果穂を視姦する。






　その眼差しを受け、果穂は羞恥に身悶えながら与えられる快感に酔い痴れた。唇から断続的に甘く淫らな喘ぎ声を漏らし、ただひたすらに黒澤にしがみつく。






「はぁ……っ、気を抜くと持っていかれそうだ」






　セクシーな吐息混じりの呟きが耳に届く。彼を悦くしているのが自分なのだと思うと、例えようのない喜びと優越感が湧き上がってくる。






「あ、すごい……また……また、きちゃう……」






　今日何度目かの絶頂の予感に、全身にキュッと力が籠もった。






　呆気なく達してしまいそうになると、焦らすように黒澤の動きが緩慢になる。






「や、やだっ」






　今この愉悦を取り上げられてしまっては、頭がおかしくなってしまう。果穂は腕を伸ばして必死に黒澤に縋りつくが、彼はそんな果穂の肩を掴んで引きはがすと、涙で滲む瞳を見つめ口の端を上げた。






「じゃあおねだりしてみせて」






　ずるりと蜜口まで楔が抜かれ、喪失感に膣壁が収斂しゅうれんする。






「あぁ……っ、も、いじわる……」






　黒澤が緩く腰を回すだけで、身体の奥に痺れるような快感が滲む。






　しかしそれも一瞬で、彼は動くのを止めてしまい、再び猛烈な飢餓感が襲いかかる。






　先程の声にしろ表情にしろ、彼にだってそんなに余裕はなさそうだったのに、こうして果穂をイジメて焦らし、快感のスパイスにしているようだ。






「意地悪な俺が好きなんだろ？　ちゃんと可愛くおねだりできたら、めちゃくちゃ気持ちよくイかせてやる」






　性癖を突き刺す意地悪な微笑みに屈し、果穂は羞恥心を捨てて口を開いた。






「おねがい、します……イかせて……」

「どうやって？」

「……黒澤さんので、中、擦って」

「中だけでいい？」

「全部……気持ちいいところ、黒澤さんに全部、さわってほしい……」

「……っは、いい子だ」






　果穂の捨て身の懇願に応えるように、黒澤は果穂の細い腰を抱きかかえると、片脚を肩に担ぐようにして、ずんっと勢いよく長大な雄茎を突き挿れた。






　絶頂目前で焦らされていた果穂はひとたまりもない。隘路あいろをゴリゴリ擦りながら蹂躙する肉棒をキツく食い締め、おびただしい量の愛液を撒き散らしながら限界を迎えた。






「あぁぁっ！」






　収縮を繰り返す淫らな蜜壺の締めつけに耐えながら、黒澤はびっしょりと濡れた結合部に目を向ける。






「あぁ、イく時に噴く癖がついたか。すげぇエロくて可愛い」

「あ、あっ、んん」

「ここからはもう焦らさないから。何度でも、好きなだけイけばいい」






　黒澤の右手は腰を突き上げるたびに揺れる胸へ伸び、ピンと勃ち上がったままの突起をきゅっと摘む。左手は結合部の少し上、愛液でびしょびしょに濡れた淫芽をクリクリとイジめ抜く。






　達した直後の敏感な身体を容赦なく責められ、もうネクタイは取られたはずなのに視界が霞む。






　勝手に腰がビクビクと跳ね、狂おしいほどの快楽が身体を包み込んだ。






「あっ、もうイった、今イったからぁ……っ」






　何度も達しているはずなのに、一向に高みから下りてこられない。






「すごいな、中が溶けそうなほど熱くてキツい。ずっとイッてるのか」

「ひ、あ、あ、あぁ……っ」

「イきすぎて泣いてる？　めちゃくちゃ可愛い。ほら、もっと啼いて」






　命令されるまま甘ったるい喘ぎ声を上げ続けると、さらに極上の快感を与えられる。






　乳首をクニクニと捏ねられ、愛蜜をまぶした花芯を押し潰され、蜜窟の一番奥まで抉るように擦られて、イきっぱなしの状態だった。






「俺も限界。ちょっと好きに動かせて」






　熱に浮かされた声で宣言し、腰を抱え直した黒澤が、これまで以上にがむしゃらに突き上げ始める。






「うぁっ、あ、いぁぁ……！」

「あー、イキそう。果穂、果穂」






　指を絡めて手を握り、頭を抱えるようにして抱きしめられる。いつものように名前を呼び返したいが、口から漏れるのは意味をなさない嬌声のみ。






　叩きつけられる腰に痛みを感じる余裕すらなく、愛液が溢れる蜜壁を擦り上げられ、首を仰け反らせる。腰から太ももまでが細かくビクビクと痙攣し、快感の濁流に呑み込まれた。






「ああぁぁぁっ！」






　目の前に星が飛び、視界が真っ白になる。






「あっ、無理、もう、お願い、はっ、ぅんんっ」






　すすり泣きながら懇願するも、果穂自身なにを願っているのかわからない。






　これ以上はしないでほしいのか、もっとしてほしいのか、わからないまま何度も「お願い」と繰り返す。






　ガクガクと揺さぶられながら、黒澤の乱れた息遣いに気付く。余裕そうに果穂を焦らしていた彼の切羽詰まった吐息に煽られ、一層中にいる彼を締めつけてしまう。






　すると黒澤の凶悪なほど大きく太いものがさらに硬さを増し、果穂を苛む。






　子宮口を押し上げるように突き挿れられ、ほじるように捏ねられる。あまりの気持ちよさに、もう口も閉じられないほど喘ぎ続けた。






「ひ、あぁぁっ！」

「っは、めちゃくちゃにされたいんだもんな、果穂は。こんなに乱暴にしてんのに、まだ感じて締めつけて……やらしいな」






　低い笑い声と熱っぽい眼差しに射抜かれ、果穂はこれ以上ないと思っていた高みのさらに上へ昇らされる。






「お、おかしく、なる……っ、こわい、くろさわ、さんっ、あぁぁ……っ！」

「いいよ、おかしくなって。果穂のやらしいところ、俺に全部見せろ。ほら、イって」






　ぐずぐずに蕩けた身体が黒澤の命令に屈服し、淫水を噴き零しながら絶頂を極める。






　同時に黒澤が小さく呻きながら腰を震わせ、被膜越しに大量の精を放つ。何度か突き込むようにぐいぐいと押し付け、すべてを出し切るような仕草をしたあと、ずるりと楔が引き抜かれた。






　喪失感を感じながら余韻に脱力する。もう指一本動かせそうにない。






　体力を使い果たした果穂はもはや目を開けているのも難しいほど消耗しているが、なけなしの理性が寝てはダメだと訴えかけてくる。






（シャワー浴びなきゃ。このままじゃダメだし……）






　顔も身体もベタベタだし、なによりベッドのシーツを替えなくては。とても眠れる状態ではないはずだ。






「いいよ。あとは任せて、寝てて」






　徐々に重くなる瞼に逆らえなくなり、追い打ちをかけるように優しい声でそう言われれば、もう意識を保っているのは不可能だった。






　果穂はその言葉に甘えてこくんと頷くと、抱き寄せてくれる温かい胸に頬をぴったりと擦り寄せ、逆らうことなく眠りに落ちていった。

















エピローグ












　秋も深まった十一月。都内の夜景が一望できる高層階にあるレストランで、果穂は二十五歳の誕生日を迎えていた。






　これまであまり縁のなかった高級店にドギマギしつつも、黒澤が連れてきてくれた店の料理はどれも美味しく、デザートまですべて完食した。






　コースに合わせて選んだワインは酔わないよう一杯だけに留めると、黒澤に意味ありげに笑われ、恥ずかしさから上目遣いで睨む。






　個室の大きな窓からは、高層ビルの灯りに加えて街路樹のイルミネーションやライトアップされている駅舎なども見渡せ、美しい夜景を楽しむことができた。






「誕生日おめでとう」

「ありがとうございます。ここで開けてもいいですか？」

「もちろん」






　食後、彼から受け取った紙袋は有名なジュエリーブランドのもの。淡いピンク色のリボンがかけられたラッピングを解くと、真っ白なベルベット素材のケースが現れる。






　ゆっくりとケースを上下に開くと、中にはローズゴールドのブレスレットと、同じローズゴールドのＶ字デザインの指輪が並んでいた。






「わぁ、可愛い……！」






　バングルタイプのブレスレットには小さなパドロックチャームがついており、華奢ではあるが存在感がある。指輪はＶ字のカットが緩やかなデザインになっていて、指を細く綺麗に見せてくれそうだ。






　カジュアルでも綺麗めな服装でも合わせやすく、どちらも重ね付けしやすそうなアクセサリーで、果穂はひと目見て気に入った。






「ありがとうございます！　すごく素敵です」

「よかった。ひとりで店に入った瞬間、果穂も一緒に連れてくればよかったって後悔したよ」






　嬉しそうに微笑む果穂に頷きながら、黒澤が肩を竦めてみせた。






　彼ほど高身長で端正なルックスの男性がひとりでジュエリーショップへ入ったら、さぞ注目の的だっただろう。店員はもちろん、恋人とアクセサリーを選びに来ている女性の視線すら奪ってしまいそうだ。






　居心地が悪そうにしながらプレゼントを選ぶ黒澤を想像し、果穂はクスッと笑みを零した。






「嬉しいです、そんな中、私のために選んでくれて。早速つけてもいいですか？」






　左手の中指に指輪を嵌め、手首にバングルを通す。果穂の白い手先にローズゴールドの色味が映え、より肌に透明感が増した気がする。






「どうですか？」

「あぁ、すごく似合う」

「ふふっ、ありがとうございます。これなら職場にもしていけますね」

「それと、もうひとつプレゼントがあるんだ。ここじゃ渡せないから、家に帰ったらな」

「え？」






　豪華なディナーに連れてきてもらい、アクセサリーも贈られたというのに、まだなにか用意してくれているらしい。






「ここじゃ渡せないもの？　なんだろう……」

「気になるか？」






　含みのある言い方と、口の端を上げただけの意地悪な笑みに、心臓がドクンと大きく脈打つ。






　この表情をするのは、大抵果穂をイジメて楽しんでいる時だ。






　目を細めてじっと見つめられ、なにを言われたわけでもないのに身体がじわりと熱を帯びる。






　キスをする時も、身体を繋げる時も、いつだって黒澤は果穂から視線を逸らさない。それは果穂がイジメてほしいと懇願するよりも前からだ。






　果穂がどんな表情でどういう反応をしているのか、見逃すまいと熱い眼差しを注がれ、時にそれを言葉にして伝えてくる。






　彼の眼差しだけで果穂は昂り、それをわかっているからこそ、黒澤も果穂を舐めるように見つめて辱める。






　問い掛けに素直に頷くと、黒澤は笑みを深めて立ち上がった。






「果穂が喜ぶものだよ。そろそろ行こうか」






　今日はこのまま黒澤の部屋に泊まる予定になっている。そこでもうひとつのプレゼントを貰えるのだろうか。






（なんだろう？　気になる……）






　とはいえ、この感じだと聞いたところで今は教えてくれないだろう。






　それなら楽しみにとっておこうと、果穂は気持ちを切り替えて礼を告げた。






「黒澤さん、ごちそうさまでした」

「どういたしまして。それより、そろそろその呼び方をやめないか」

「あ……」






　果穂にとって黒澤は年上であり上司でもあるため、今までなかなか呼び方を変えるタイミングを見つけられなかった。






「えっと……千尋、さん？」

「〝さん〟もいらないけど」

「それはさすがに無理ですっ」

「そう？　じゃあ、それはおいおいな」






　そう言って個室を出る直前、唇に触れるだけのキスを落とすと、そのまま果穂の腰を抱きエスコートして歩き始める。






　一連の流れるような仕草は惚れ直すに余りあるほどカッコよく、鼓動が高鳴り速まっていく。






「うぅ……カッコよすぎですよ、千尋さん」

「ん？」

「私、こんなに幸せな誕生日、初めてです」

「嬉しいけど、まだ終わりじゃないよ」






　――――夜はこれからだろ？






　腰を抱いたまま耳元で囁かれ、身体の奥がぎゅうっと痛いほど疼く。






（あぁ……今日は一体なにをされるんだろう……）






　果穂は知らない。彼の部屋に、以前使われた手錠の対になっている首輪があることを。






　手錠と同じく肌に当たる箇所はピンク色のモコモコした素材になっていて、首輪のベルト部分についた鎖のリードは、後ろ手に拘束した手錠と繋ぐことができる。






　プレゼントにネックレスがないのは、果穂の首を飾るのは首輪が一番似合うと、手錠で拘束された果穂を見て黒澤が確信したからなのだが、当然果穂はそんなことを知る由もない。






「早く帰ろう」

「はい」






　真っ赤に染まった顔で差し出された手を握る果穂の手首には、黒澤の独占欲の象徴のようなパドロック―――南京錠がモチーフのブレスレットが輝いていた。







Ｆｉｎ．
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